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著作権および免責事項

■ 著作権
本書の内容のすべては富士通株式会社および、米国American Power Conversion Corporation
およびシュナイダーエレクトリック株式会社が著作権を所有しています。許可なく本書の複製お
よび、無断転載することは禁止します。

■ 商標
Smart-UPS 、Smart-UPS RT、PowerChute は American Power Conversion Corporation
の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

Microsoft、Windows、Windows Server は、米国Microsoft Corporation の米国およびそ
の他の国における登録商標または商標です。

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。

■ 免責事項
本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。

本製品の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、いかなる責任も負いかねます。
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廃棄時およびバッテリの交換時について

本製品を廃棄する際及びバッテリを交換する際には、以下の項目についてご注意下さるようお願
いします。

本装置（UPS）で使用しているバッテリの仕様および搭載位置

バッテリ搭載位置

●本装置（UPS）を廃棄する場合は産業廃棄物として処理する必要があります。
専門の産業廃棄物処理業者に依頼するか、弊社担当保守員までご連絡ください。

●不要になった使用済バッテリの廃棄処理は法的な規則を受けます。
専門の産業廃棄物処理業者に依頼するか、弊社担当保守員までご連絡ください。

●バッテリの処理・保管には、十分注意してください。
廃棄などの際に、小形シール鉛蓄電池を取り出した場合は、短絡（ショート）防止のために端
子を絶縁テープで貼る等の対策を講じた後、乾電池等の電池と混ぜないようにしてください。

●本装置（UPS）のバッテリは、小形シール鉛蓄電池を使用しています。
小形シール鉛蓄電池は、埋蔵量の少ない高価な希少資源を使用しておりますが、これらの貴
重な資源はリサイクルして再利用できます。ご使用済みの際は捨てないで、リサイクルにご
協力ください。ご不明な点がありましたら、弊社担当保守員までお問い合わせをお願いいた
します。

　このマークは小形シール鉛蓄電池のリサイクルマークです。

●本装置（UPS）に内蔵されているバッテリは、お客様が交換するとデータ等
が壊れる恐れがありますので、交換時は弊社保守員にご依頼ください。

製品名 仕様 質量
（1モジュール当り）

バッテリ数量
（1モジュール当り）

PY-UPAC5K2用バッテリモジュール 12V5Ah品 約 18kg 8個

バッテリモジュール
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バッテリーの寿命と交換時期について

本装置（UPS）には、小形シール鉛バッテリを使用しています。

バッテリの寿命は、UPS の周囲温度やバックアップ電力（負荷の大きさ）により大きく影響を受
けますので、それらの条件によりバッテリの交換時期が変動します。

従いまして、UPSをご使用の際は下記の温度条件をお守りいただき、2 年に一回バッテリの交換
を行ってください。

また、寿命に近づいたバッテリ保持時間はご購入時の約半分になりますので計画的な早めのバッ
テリ交換を行っていただき、ご使用中に装置前面パネルでバッテリ不良表示された場合は、弊社
担当保守員にご連絡のうえ、バッテリ交換を依頼してください。

バッテリ交換時期の目安

● ラック実装の場合、ラックの周囲温度が 25℃以下で約 2年

室内温度とバッテリ交換の目安

● タワータイプの場合、装置の周囲温度が 30℃以下で約 2年

室内温度とバッテリ交換の目安

※ バッテリは、周囲温度が 10℃高くなるとバッテリ寿命が約 1/2になる特性を持っています。
※ 本装置はバッテリが寿命になっても継続して動作しますが、停電時には負荷機器への電力を
供給することなく停止してしまいます。

※ バッテリ交換 LEDが点灯した状態（寿命）で長期間ご使用になるとバッテリ内部の液漏れな
どにより UPS内部が焼損する可能性があります。

15 20 25 30 35 40

1

2
3
4

室内温度（℃） 

バ
ッ
テ
リ
交
換
（
年
） 

15 20 25 30 35 40

1

2
3
4

室内温度（℃）

バ
ッ
テ
リ
交
換
（
年
）

UPSは Uninterruptible Power Sourceの略称です。
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ハイセイフティ用途について

本装置は、一般事務用、パーソナル用、家庭用等の一般用途を想定して設計・製造されているも
のであり、原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器
発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確認されない場合、直接生命・
身体に対する重大な危険性を伴う用途（以下「ハイセイフティ用途」という）に使用されるよう
設計・製造されたものではございません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を
確保する措置を施すことなく、UPSを使用しないでください。ハイセイフティ用途に使用される
場合は、弊社の担当営業までご相談ください。
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安全に関わる表記について（必ずお読みください）

本書では、本装置を安全に正しくお使いいただき、お客様への危害や財産への損害を未然に防止
するために、次の絵表示を使用しています。これらの絵表示の箇所は必ずお読みください。また、
次項の「安全上のご注意」を必ずお読みになり、本製品をより安全にご活用ください。

■ 安全性に関する注意事項

■ 注意事項を守っていただけない場合、
発生が想定される障害または事故の内容

人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想
定されることを示します。

人が死亡または重傷を負う可能性が想定されることを示し
ます。

人が傷害を負う可能性または物的被害のみが想定されるこ
とを示します。

誤った取り扱いによって、発煙や発火
の可能性があることを示しています。

安全のために、火気の使用を禁止する
ことを示しています。

誤った取り扱いによって、感電する可
能性が想定されることを示していま
す。

安全のために、その行為を強制するこ
とを示しています。

安全のために、その行為を禁止するこ
とを示しています。

安全のために、電源ケーブルのプラグ
を必ず抜くように指示するものです。

安全のために、本装置の分解を禁止す
ることを示しています。

安全のために、接地（アース）線を必
ず接続するよう指示するものです。
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安全上のご注意（必ずお読みください）

無停電電源装置（PY-UPAC5K2）を取り扱う上での、安全上の注意事項を表記します。

■ 本体装置の用途

■ 本体装置の取扱い

次の用途は使用禁止です。
• 人体／生命に重大な影響をおよぼすような医療機器の制御
• きわめて高度な信頼性を要求される原子力／航空宇宙機器などの制御
• 工作機械の制御
• 交通機関（電車や自動車など）の制御や管制

• 引火性のあるガスや発火性の物質がある場所で使用しないでください。火
花が発生した場合にこれらの物質に引火し、爆発する危険があります。

• 本装置のバッテリを火の中に入れないでください。爆発したり、破裂した
りする危険があります。

• 弊社保守員以外は、本装置の19インチラックへの実装はしないでください。
無理に持ち上げると腰を痛めたり、落としてけがをすることがあります。

• 搭載作業は下記質量を考慮して実施してください。
本体装置（バッテリなし）質量：約 22kg（2人作業）
バッテリモジュール 質量：約 18kg

• 本体装置をラックに搭載、取り外す時は、必ず本体装置に実装するバッテ
リモジュール、各フロントベゼルを全て、取り外してから実施してくださ
い。バッテリモジュールやベゼルを実装したまま、ラック搭載／取り外し
を行うと、装置の故障やモジュールやベゼルが外れて、ケガをする恐れが
あります。バッテリ実装時は質量が約 58kgです。

• ラックを不安定な場所に設置しないでください。
ラックが倒れ、重傷を負うことがあります。
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• 19インチラックをほこりの多い所に設置しないでください。
• ほこりがたまり、内部の部品がショートして感電や火災の原因となります。
• 19インチラックの吸排気口を塞がないでください。
• 内部の温度が異常に高くなると、誤動作・故障の原因となるばかりか、火
災の原因となります。

• 19 インチラックを直射日光や熱器具の熱が当たるような場所に放置しな
いでください。熱により火災の原因となります。

• 19 インチラック内部でケーブル類の接続が不完全のまま使用しないでく
ださい。ショートや発熱により感電や火災の原因になります。

• 19 インチラック内部に異物を入れないでください。金属類や燃えやすい
ものなどの異物が入ると内部の部品がショートして感電や火災の原因と
なります。万一、異物が入った場合本装置正面パネルの OFF ボタンを押
し、電源を切ってから電源ケーブルを抜き、弊社保守員または担当営業ま
でご連絡ください。

• 保守員以外の人は、本装置の分解・修理・改造などしないでください。分
解・修理・改造などすると正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火
災の原因となることがあります。

• 本装置のお手入れの際は、感電することがありますので、本装置正面パネ
ルの OFF ボタンを押し、電源を切ってから電源ケーブルを抜いてくださ
い。

• 本装置はバッテリを搭載しているため、電源ケーブルを外した状態でも装
置内部に危険な電圧が加わっている部分がありますので絶対、装置内部に
触れないでください。

• 濡れた手で電源ケーブルを抜き差ししないでください。感電することがあ
ります。

• 雷が鳴り出したら、ケーブル類も含めて本装置に触れないでください。感
電することがあります。

• 本装置は、安全のため D 種以上の接地工事が必要です。接地工事を行わ
ない場合、感電することがあります。

• 本装置の電源ケーブルを接続するコンセントの接地線をほかの接地線（と
くに大電力を消費する装置など）と共用しないでください。誤動作や故障
の原因となります。

• 電源は AC200Vで 30A以上のコンセント（NEMA L6-30R）から直接と
り、タコ足配線はしないでください。コンセントが過熱し、火災の原因と
なります。

• 電源ケーブルの接続に延長コードが必要となるようなコンセントから離
れた場所に設置しないでください。本装置の電源仕様に合っていない電源
ケーブルに接続すると、電源ケーブルが過熱して火災の原因となります。

• レーザープリンタを本装置に接続しないでください。レーザープリンタ
は、定期的に著しい電力を消費するため、本装置が過負荷状態になる可能
性があります。

• 全装置を稼動させるシステムをテストして、本装置が過負荷状態にならな
いことを確かめてください。過負荷状態については、「3.2 無停電電源装
置前面パネル（p.26）」を参照してください。
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■ バッテリモジュールの取扱い

• バッテリは定期的に交換してください。
バッテリは寿命をすぎると、容器の劣化により液漏れすることがあります。
漏液には希硫酸が含まれているため、発煙、火災の恐れがあります。また
皮膚に付着したり目に入った場合、火傷や失明することも考えられます。
万一、皮膚に付着したり目に入った場合は、すぐに流水で洗浄して、医師
に相談してください。

• バッテリが液漏れを起こした場合は火気を近づけないでください。
バッテリが液漏れを起こした場合、同時に水素ガスが漏れている可能性が
ありますので、たばこやライター等の火気は絶対に近づけないでください。

• バッテリの寿命はおよそ 2 年で、定期的な交換が必要です。周囲温度が
25ºC 以上であったり、放電回数が多いと寿命が短くなります（周囲温度
40ºC：0.5年）ので、はやめの交換をお勧めします。寿命を過ぎたバッテ
リを使用し続けると、発煙や火災の原因となります。

• バッテリモジュールは重いため、無理に持ち上げると腰を痛めたり、落と
してけがをすることがあります。持ち上げ、移動、実装、取り外しは注意
して行ってください。質量：約 18kg

• バッテリモジュールは UPS の電源を入れる準備ができるまで、スロット
に実装しないでください。バッテリモジュールを実装して、UPS の電源
を入れない状態では、バッテリが放電し、使用不可能となることがありま
す。長期間（2-3日間以上）UPSを停止する場合はバッテリモジュールの
コネクタを取り外してください。また、運用開始前にはバッテリへの充電
を十分行ってください。

• バッテリモジュールは DC96V/5Ah の電力を有しています。取扱の際に
は、腕時計、指輪などの伝導性アクセサリを外して行ってください。感電
するおそれがあります。
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■ 保守、廃棄

• 本装置はリチウム電池を使用しています。本製品のリチウム電池を火の中
に入れないでください。有毒ガスの発生や爆発、破裂したりする危険性が
あります。バッテリは定期的に交換してください。
リチウム電池は寿命をすぎたまま長時間使用した場合、容器の劣化により
液漏れすることがあります。皮膚に付着したり目に入った場合、火傷や失
明することも考えられます。
万一、皮膚に付着したり目に入った場合は、すぐに流水で洗浄して、医師
に相談してください。

• 保守員以外の人は、本装置の分解・修理・改造などしないでください。分
解・修理・改造などすると正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火
災の原因となることがあります。

• 本装置のお手入れの際は、感電することがありますので、電源を OFF に
してから電源ケーブルを抜いてください。

• 電源ケーブルの抜き差しはプラグを持って行ってください。
• コード部分を引っ張るとコードが傷ついて火災や感電の原因となります。
• 濡れた手で電源ケーブルを抜き差ししないでください。感電することがあ
ります。

• 本装置内部に水などの液体を入れないでください。感電や火災の原因とな
ります。万一、液体が入った場合は、電源を OFF にしてから、電源ケー
ブルを抜いて、弊社保守員または担当営業までご連絡ください。

• コンセント、ケーブル、本装置の背面コネクタは水などで濡らさないでく
ださい。感電や火災の原因となります。

• バッテリは、定期的な交換が必要です。寿命を過ぎたバッテリを使用し続
けますと、発煙や火災の原因となります。

• バッテリモジュールは DC96V/5Ah です。感電の危険性があります。設
置、交換作業を行う場合は、事前に腕時計や指輪などの装飾品を外して、
作業してください。

• バッテリモジュールは重いため、無理に持ち上げると腰を痛めたり、落と
してけがをすることがあります。持ち上げ、移動、実装、取り外しは注意
して行ってください。質量：約 18kg（１本あたり）

• UPS（バッテリなし）は重いため、無理に持ち上げると腰を痛めたり、落
としてけがをすることがあります。持ち上げ、移動、実装、取り外しは注
意して行ってください。質量：約 22kg
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はじめに

このたびは、200V無停電電源装置 PY-UPAC5K2をお買い求めいただき、ありがとうございます。

本書は、本装置を正しく使用するための取り扱いや接続方法などを説明しています。本装置をご使用の前に
本書を熟読してください。本書の内容で冒頭の「安全に関わる表示について」と「使用上のご注意」は特に
重要です。必ずお読みください。また、本書を大切に保管してください。

本装置は 19 インチラックに実装して使用することができますが、必要に応じてタワータイプの実装とする
こともできます。本装置の設置作業は弊社保守員に委託してください。お客様が実装作業を行うことで生じ
た問題に関しては責任を負いかねます。

AC100V 出力が必要な場合は、別売のステップダウントランスフォーマ（PY-STA01：19inch ラック 2U
タイプ）を本装置に接続することで、AC100V（最大容量 3.5KVAまで）供給可能となります。

本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのこ
とがありましたら、弊社保守員または担当営業までご連絡ください。

富士通株式会社

バッテリの届け出について

表　内蔵バッテリの容量（計算には本表の値を使用し、バッテリ容量の合計が 4800 A・h・cell以上か確認してください）

（計算例 1）無停電電源装置 [PY-UPAC5K2] × 1台 ＋ 拡張バッテリ [PY-BBUE2] × 1 台
→　1440 A・h・cell：規制対象外
※ 上記計算例は、1 つの UPS システムについてのものです。他に蓄電池設備がある場合は、そ
れらについても考慮してください。

バッテリの届け出
国内では、屋内に設ける蓄電池設備（定格容量と電曹数の積（バッテリ容量））が 4800A・h・
cell以上のとき、消防法に基づき所轄の消防署への届出および審査を受けなければなりません。
電子計算機装置には、停電対策のためにバッテリ内蔵装置やバッテリ装置があります。これら
のバッテリ容量についても考慮しなければなりません。電算機装置のバッテリ容量は当社営業
にお問合わせください。

装置 定格容量×セル数（A・h・cell）

PY-UPAC5K2　無停電電源装置（5000VA）
（ラックマウント用 [3U] ）

480

PY-BBUE2　拡張バッテリ
（ラックマウント用 [3U] ）

960
x



無停電電源装置について

無停電電源装置（UPS）は、停電、電圧低下、サージなどの外部電源変動からコンピュータシステムを保護
するものです。

無停電電源装置は常時インバータ方式を採用していて、商用電源からの交流電力をいったん直流電力に変換
し、再度交流電力に変換してコンピュータやその他の電子機器に供給しています。商用電源が停電すると、
この無停電電源装置は、内蔵バッテリを使って電力を供給します。バッテリ給電中は警報音を鳴らしていま
すが、残り少なくなると、間もなくバッテリが切れることを知らせます。商用電源の電圧が安全なレベルに
まで回復すると、自動的にバッテリ運転から戻ります。

さらに、標準実装されているネットワークマネジメントカードにより、LAN接続し、別売の UPS電源管理
ソフトウェア（PowerChute Network Shutdown）（注）を用いることにより、電源供給しているサーバ
装置を商用電源の電圧状態に応じて、接続されているコンピュータを自動的にシャットダウンさせることが
できます。

注）本 UPS で管理ソフトをご利用される場合は、PowerChute Network Shutdown V4.1 以降
をご使用ください。（他の管理ソフトは、サポートの対象外となります。）
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電波障害自主規制について

この装置は、一般財団法人ＶＣＣＩ協会の基準に基づくクラス A情報技術装置です。この装置を
家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策
を講ずるよう要求されることがあります。

商用電源の変動対策について

この装置は、短時間の商用電源変動に対応する常時インバータ型の無停電電源装置ですが、商用
電源が不安定であったり、サージ・ノイズなどの電源障害対策が必要な場合は、自動電圧調整器
（AVR）などの設置をお勧めします。

海外でのご使用について

この装置は、日本国内仕様であり、海外各国の安全規格等の適用を受けておりません。したがっ
て、製品を輸出した場合、弊社は一切責任を負いかねます。また、本装置に関し、弊社では海外
での保守サービスおよび技術サポート等は行っておりません。
xii
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第 1章

使用上のご注意
～必ずお読みください～
本装置を安全に正しく使用していただくために、ここ
で説明する注意事項を必ずお読みください。注意事項
を無視した取り扱いを行うと、本装置や周辺機器の故
障、または死亡・けがなどの人体事故を引き起こす原
因となることがあります。
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第 1章　使用上のご注意～必ずお読みください～
1.1 無停電電源装置の使用目的

無停電電源装置は、負荷機器に対して非常時における一定時間の電源バックアップ、および安全
なシャットダウンを目的とした装置となります。
計画停電・法定点検の際は事前に負荷機器を停止後、本製品を停止してください。
無停電電源装置は、一般事務室における事務処理用として開発されたものです。したがって、以
下のような用途には使用禁止です。「ハイセイフティ用途について（p.iv）」についても参照してく
ださい。

1.2 梱包内容の確認

装置を設置する前にまず、以下のものが揃っているかを確認してください。万一、破損や不足し
ているものがありましたら、担当営業員までご連絡ください。

次の用途は使用禁止です。
• 人体／生命に重大な影響をおよぼすような医療機器の制御・きわめて高度
な信頼性を要求される原子力／航空宇宙機器などの制御

• 工作機械の制御
• 交通機関（電車や自動車など）の制御や管制

無停電電源装置本体装置（電源コード一体型） 1箱

1 本体装置（19inchラック 3Uサイズ） 1台

2 マニュアル CD-ROM 1枚

3 保証書 1包

4 ネットワークマネジメントカード設定用ケーブル（940-0299） 1本

5 フロントベゼル 1個

6 ラック搭載用レールキット
レール左右（1セット），本体取付用化粧ネジ（4個），レール取付用さらネジ（10個），
レール取付用ワッシャー（10個），クリップナット（2個）（P.16、P.18に図を記載）

1セット

7 タワー変換用
台足（2セット）、取付用ネジ（4個）、トップカバー（1枚）、ネジ（1個）

1セット
2
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1.3　19インチラック搭載について

1

1.3 19インチラック搭載について

本装置は必ず 19インチラックに実装して使用してください。ラックに実装する際には添付の専用
レールを使用し、最下段に実装してください。

お客様が実装作業を行うことで生じた問題に関しては責任を負いかねます。

装置から放射される電磁波の影響

本装置に限らずコンピュータと呼ばれるものは、その動作原理により装置から電磁波を放射しま
す。とくに電波によるリモートコントロールを行っている機械の近くで本装置を使用した場合、機
械の誤動作の原因となります（携帯電話、PHS等も含まれます）。このような機械のそばに 19イ
ンチラックを設置する場合は電磁シールドなどの対策を講ずる必要があります。

• 弊社保守員以外は、本装置の 19インチラックへの実装は禁止です。無理
に持ち上げると腰を痛めたり、落としてけがをすることがあります。
質量：本体装置（バッテリなし）約 22kg

バッテリモジュール（1本）約 18kg
• ラックを不安定な場所に設置しないでください。ラックが倒れ、重傷を負
うことがあります。

• 19インチラックをほこりの多い所に設置しないでください。
ほこりがたまり、内部の部品がショートして感電や火災の原因となりま
す。

• 19インチラックの吸排気口を塞がないでください。
内部の温度が異常に高くなると、誤動作・故障の原因となるばかりか、火
災の原因となります。

• 19 インチラックを直射日光や熱器具の熱が当たるような場所に放置しな
いでください。熱により火災の原因となります。

• 19 インチラック内部でケーブル類の接続が不完全のまま使用しないでく
ださい。ショートや発熱により感電や火災の原因になります。

• 19 インチラック内部に異物を入れないでください。金属類や燃えやすい
ものなどの異物が入ると内部の部品がショートして感電や火災の原因と
なります。万一、異物が入った場合本装置正面パネルの OFF ボタンを押
し、電源を切ってから電源ケーブルを抜き、弊社保守員または担当営業ま
でご連絡ください。
3



第 1章　使用上のご注意～必ずお読みください～
1.4 運用開始前の注意

本装置の運用を開始をする前に特に注意すべき項目を記載しています。よくお読みになり運用し
てください。

● 装置前面の Loadディスプレイ（p.26参照）で、使用中の負荷率を確認してください。
消費電流は本装置の出力定格 25Aを超えないよう充分に余裕を持ってご使用ください。

● 停電で UPSがシャットダウン（出力停止）後、9分以上復電がない場合は、UPSの前面パネ
ルの LEDがバッテリ容量を浪費しないため消灯しますが、復電と同時に自動で再起動します
ので、UPSのシステムスイッチや背面ブレーカを操作する必要はありません。

1.5 取扱上の注意事項

• 引火性のあるガスや発火性の物質がある場所で使用しないでください。火
花が発生した場合にこれらの物質に引火し、爆発する危険があります。

• 本装置のバッテリを火の中に入れないでください。爆発したり、破裂した
りする危険があります。

• 保守員以外の人は、本装置の分解・修理・改造などしないでください。分
解・修理・改造などすると正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火
災の原因となることがあります。

• 本装置のお手入れの際は、感電することがありますので、本装置正面パネ
ルの OFF ボタンを押し、電源を切ってから電源ケーブルを抜いてくださ
い。

• 本装置はバッテリを搭載しているため、電源ケーブルを外した状態でも装
置内部に危険な電圧が加わっている部分がありますので絶対、装置内部に
触れないでください。

• 濡れた手で電源ケーブルを抜き差ししないでください。感電することがあ
ります。

• 雷が鳴り出したら、ケーブル類も含めて本装置に触れないでください。感
電することがあります。

• 本装置は、安全のため D 種以上の接地工事が必要です。接地工事を行わ
ない場合、感電することがあります。

• 本装置の電源ケーブルを接続するコンセントの接地線をほかの接地線（と
くに大電力を消費する装置など）と共用しないでください。誤動作や故障
の原因となります。

• 電源は AC200Vで 30A以上のコンセント（NEMA L6-30R）から直接と
り、タコ足配線はしないでください。コンセントが過熱し、火災の原因と
なります。

• 電源ケーブルの接続に延長コードが必要となるようなコンセントから離
れた場所に設置しないでください。本装置の電源仕様に合っていない電源
ケーブルに接続すると、電源ケーブルが過熱して火災の原因となります。
4
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1.5　取扱上の注意事項

1

• バッテリの寿命はおよそ 2 年で、定期的な交換が必要です。周囲温度が

25ºC 以上であったり、放電回数が多いと寿命が短くなります（周囲温度
40ºC：0.5年）ので、はやめの交換をお勧めします。寿命を過ぎたバッテ
リを使用し続けると、発煙や火災の原因となります。
5



第 1章　使用上のご注意～必ずお読みください～
1.6 メンテナンスに関する注意事項

本装置の廃棄について

本装置はリチウム電池を使用しています。（バッテリモジュールを除く）の廃棄については弊社保
守員または担当営業に相談するか、各自治体の廃棄ルールに従ってください。

バッテリリサイクル（バッテリモジュールの交換および廃棄）について

本装置には短時間の停電などに対応するため、バッテリを使用しています。

なお、バッテリの交換作業は保守員以外行わないでください。

保守員以外が作業を行うことで生じた問題に関しては責任を負いかねます。

バッテリの交換周期は通常使用時 2年です。定期的に交換してください。詳細は「6.3　バッテリ
交換について（p.45）」を参照してください。

バッテリは「廃棄物の処理および清掃に関する法律」において、「特別管理産業廃棄物」に指定さ
れていますので、むやみにバッテリを廃棄することはできません。

弊社保守員または担当営業までご連絡ください。

• 本装置はリチウム電池を使用しています。本製品のリチウム電池を火の中
に入れないでください。有毒ガスの発生や爆発、破裂したりする危険性が
あります。バッテリは定期的に交換してください。
リチウム電池は寿命をすぎたまま長時間使用した場合、容器の劣化により
液漏れすることがあります。皮膚に付着したり目に入った場合、火傷や失
明することも考えられます。
万一、皮膚に付着したり目に入った場合は、すぐに流水で洗浄して、医師
に相談してください。

• バッテリは定期的に交換してください。
• バッテリは寿命をすぎると、容器の劣化により液漏れすることがありま
す。漏液には希硫酸が含まれているため、発煙、火災の恐れがあります。
また皮膚に付着したり目に入った場合、火傷や失明することも考えられま
す。

• 万一、皮膚に付着したり目に入った場合は、すぐに流水で洗浄して、医師
に相談してください。

• バッテリが液漏れを起こした場合は火気を近づけないでください。
バッテリが液漏れを起こした場合、同時に水素ガスが漏れている可能性が
ありますので、たばこやライター等の火気は絶対に近づけないでくださ
い。
6
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1.6　メンテナンスに関する注意事項

1

本装置の改造および修理の禁止について

本装置は、バッテリの交換作業や修理を、弊社保守員が行うことを意図して設計されています。本
装置の内部は高電圧部分などがあり、お客様がバッテリ交換作業や修理を行ったり、本装置のカ
バーを開けたりすると、保証の対象外となるばかりでなく感電などの事故の原因となります。

本装置の譲渡または売却時の注意について

本装置を第三者に譲渡または売却する場合は、本装置に添付されている全てのものを譲渡（売却）
してください。また、本書を紛失された場合は、弊社保守員または担当営業までご連絡ください。

本装置の保証について

本装置（PY-UPAC5K2）には「保証書」が添付されています。「保証書」は記載内容を確認の上、
大切に保管してください。保証期間内に万一故障した場合は、保証書記載内容にもとづいて修理
いたします。保証期間後の修理については、弊社営業担当にご相談ください。詳しくは、保証書
をご覧ください。
7



第 1章　使用上のご注意～必ずお読みください～
1.7 警告ラベルについて

本装置に貼られている警告ラベルについて説明します。

本装置に貼られている警告ラベルは、本装置を操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意
識していただくためのものです。（ラベルを剥がしたり、汚したりしないでください。）もし、ラ
ベルが貼られていない、剥がれている、汚れているなど判読不能な場合は、弊社保守員または担
当営業までご連絡ください。

バッテリを搭載した
年月が記載されます。

次回、バッテリを交換す
る年月が記載されます。

バッテリ有効期限ラベル

APCシリアル番号
ラベル

富士通号機ラベル
装置銘板ラベル
8
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1.7　警告ラベルについて

1

バッテリモジュール
バッテリモジュールにはコネクタを引く抜くためのひもがついています。
コネクタを引き抜く際はひもを使用してください。フロントベゼルを取り付けの際はケーブルに
巻きつけ、ケーブルがフロントベゼルに当たらないようにフォーミングしてください。
9
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第 2章

セットアップを行う
この章では、本装置の設置、接続、セットアップ手順
に従って説明します。本装置を使用する前に行ってい
ただきたいことや、確認しておきたいことも書かれて
いますので、必ずお読みください。

2.1 無停電電源装置の設置について ....................................................... 12

2.2 セットアップ手順 ........................................................................... 14

2.3 ラックに本体装置をマウントする .................................................... 15

2.4 タワータイプに変換する ................................................................. 21

2.5 設置最終チェック ........................................................................... 23

2.6 無停電電源装置を起動する ............................................................. 23

第 2章　セットアップを行う
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第 2章　セットアップを行う
2.1 無停電電源装置の設置について

本装置を正しく安全に使用するために、次の事項を守って設置してください。

● 19インチラックに搭載してご使用ください。
本製品は 19 インチラックに搭載してご使用ください。質量が約 58kg となるため、搭載は
ラックの最下部とし、作業は弊社保守員に委託してください。
本製品をタワータイプで使用する場合は、「2.4　タワータイプに変換する（p.21）」を参照し
て変換作業を行ってください。

● 19インチラックは空調のある場所に設置してください。
本装置は、室内温度 10ºC～ 35ºC、湿度 20% RH - 85% RHの範囲が保てる場所に設置し
てください。お客様の作業環境を考慮し、できる限り室内温度 17ºC～ 28ºCの範囲が保てる
場所でのご使用をお勧めします。
加湿器をご使用の場合、超音波式以外のものをご使用ください。

• レーザープリンタを本装置に接続しないでください。レーザープリンタ
は、定期的に著しい電力を消費するため、本装置が過負荷状態になる可能
性があります。

• 全装置を稼動させるシステムをテストして、本装置が過負荷状態にならな
いことを確かめてください。過負荷状態については、「3.2　無停電電源装
置前面パネル（p.26）」を参照してください。
12



セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う

2.1　無停電電源装置の設置について

2

物理的な必要条件

標準的な設置（4ポストラック） • 標準 19インチ（46.5 cm）ラック
• 奥行き最低 800 mm
• 3Uのラック空間
• 質量が約 58 kgとなるため、ラック下部へ
の設置を推奨

• 付属の取り付けレールおよび金具

UPSへのアクセス • システムスイッチ、モジュール設置／交換
が前面よりアクセス可

• サーキットブレーカー、バイパススイッチ、
配電、管理コミュニケーションが背面から
アクセス可

機能アクセス • システムスイッチ、モジュール設置／交換
が前面よりアクセス可

• サーキットブレーカー、バイパススイッチ、
配電、管理コミュニケーションが背面から
アクセス可

空気の流れ • 前方から後方への空気の流れ

環境上の必要条件

UPSは温度制御された屋内に設置してください。

動作保証温度 10℃ ～ 35℃

動作保証湿度 20% RH - 85% RH（結露のないこと）

UPSの背面およびフロントベゼル
の通気は塞がないようにしてくだ
さい。
13



第 2章　セットアップを行う
2.2 セットアップ手順

梱包内容と本装置の設置場所を確認したら、以下の手順で本装置をセットアップしてください。

【留意事項】
拡張バッテリがある場合には、第８章 オプション製品の「8.10　19 インチラック搭載について
（p.63）」に従って、最初に拡張バッテリをラックに搭載してください。

1. 開梱し、梱包内容を確認する。
本装置からバッテリモジュールを取り外してください。

2. 本装置をラックにマウントしてください。
バッテリモジュールを本装置に実装してください。
本製品をタワータイプで使用する場合は、「2.4　タワータイプに変
換する（p.21）」を参照して変換作業を行ってください。

3. 本装置の電源コードを商用電源コンセントに差し込みます。
使用前にバッテリを 3～ 8時間充電してください。本装置は、商用
電源に接続されている間は常にバッテリを充電しています。

4. オプションのコンセントボックス（注）がある場合、入力ケーブル
を本体装置背面のコンセントに接続してください。

5. コンセントタップに本装置を接続するサーバの入力プラグを接続し
て設置最終チェックを行い、問題ないことを確認してください。

6. 出力サーキットブレーカを ONにして、本装置正面のオン／テスト
ボタンを押すと UPSが起動し、コンピュータ機器が起動します。別
売りの UPS制御ソフトを使用しない場合は完了です。

7. 別売の UPS制御ソフトを使用する場合は、「第 5章　　サーバの制
御（p.35）」を参照してください。

注） 200Vサーバを接続する場合、コンセントボックス (PY-CTX03)の別手配が必要です。
14
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2.3　ラックに本体装置をマウントする

2

2.3 ラックに本体装置をマウントする

• 弊社保守員以外は、本装置の 19インチラックへの実装はしないでくださ
い。無理に持ち上げると腰を痛めたり、落としてけがをすることがありま
す。

• 搭載作業は下記質量を考慮して実施してください。
本体装置（バッテリなし）質量：約 22kg（2人作業）
バッテリモジュール（１本）質量：約 18kg

• 本体装置をラックに搭載、取り外す時は、必ず本体装置に実装するバッテ
リモジュール、フロントベゼルを取り外してから実施してください。バッ
テリモジュールやベゼルを実装したまま、ラック搭載／取り外しを行う
と、装置の故障やモジュールやベゼルが外れて、ケガをする恐れがありま
す。バッテリ実装時は質量が約 58kgです。

• ラックを不安定な場所に設置しないでください。
ラックが倒れ、重傷を負うことがあります。

UPSをラックに搭載する前に、必ず UPSの入力プラグがラック底部のフレームの下を通れるこ
とを確認してください。
UPS の入力プラグがラック底部のフレームに引っ掛かり引き出せない場合は、ラックの高さ調
整用つまみを回して、UPSの入力プラグが通るまでラック底部を上げてください。

ラック正面側

ラックの底部

UPSの入力プラグ

※ 高さ調整用つまみを回して、
UPS の入力プラグがラック
の下を通れるまでラック底
部を持ち上げます。
15



第 2章　セットアップを行う
① ラック実装位置の確認

② レールの取り付け

1. ラックのどこに UPS を設置するか決めま
す。本装置は質量が重いため、ラックの最
下段に実装してください。

2. 最下段に実装する場合、左記の下から数え
て 8 番目の正面左右の穴に添付のクリッ
プナットを取り付けます。

1. 長さを調整後、レールを下記の図のように
ラック穴位置に添付のレール取付ネジと
ワッシャで取り付けます。

前面

UPSの底部

拡張バッテリを本無停電電源
装置と共に実装する場合は、
拡張バッテリを無停電電源装
置の下に実装する必要があり
ます。
拡張バッテリのラックへの実
装については「8.10　19イン
チ ラ ッ ク 搭 載 に つ い て
（p.63）」を参照してください。

前面

UPSの底部
16
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2.3　ラックに本体装置をマウントする

2

③ バッテリモジュールを外す
本装置は重いため、本装置をラックに設置する際にバッテリを外し、2 人以上で行ってくだ
さい。

1. バッテリカバーのネジを 2箇所外します。

2. バッテリカバーの取っ手を持って、下記図
の矢印の方向にゆっくりとスライドさせ
ます。

3. バッテリカバーを開けます。

4. バッテリコネクタを 2箇所外します。

5. バッテリモジュールのハンドルをしっか
り持って、バッテリモジュールをゆっくり
と装置内部からバッテリモジュールの右
側面に「STOP」マーク（p.9）が出てくる
まで、半分ほど引き出します。次に、バッ
テリモジュールの底面をしっかりと保持
し、バッテリモジュールを取り出します。
バッテリモジュールは 2つあります。

取っ手

バッテリ
コネクタ

1 本のバッテリモジュールは
約 18kg です。注意して作業
を行ってください。
17



第 2章　セットアップを行う
④ ラックに UPS本体装置を実装する

6. バッテリカバーを閉じてから、バッテリカ
バーの取っ手を持ち下記図の矢印方向に
スライドさせます。

1. UPSをレールに設置します。UPSの両側を
支え、ユニットを慎重にレールに合わせま
す。UPSの側面にはクリートがあり、それ
をレールの溝にスライドさせます。各ク
リートを溝に合わせ、UPSをスライドして
はめ込みます。レールキットに添付されて
いるネジを使用してラックに取り付けま
す。

クリート • バッテリモジュールを取
り外した本装置の質量は
約22kgです。UPSをレー
ルに取り付ける際には、2
人以上で行ってください。

• UPS をスライドさせる時
に、UPS の底面をラック
にこすることがないよう
に UPSを持ち上げた状態
でスライドさせてくださ
い。
18
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2.3　ラックに本体装置をマウントする

2

⑤ バッテリモジュールを装置に実装する。

2. バッテリカバーの取っ手を下記図のよう
にゆっくりと矢印方向にスライドさせ、
バッテリカバーを開けます。

1. バッテリモジュールを装置に実装します。

1 本のバッテリモジュールは約
18kgです。注意して作業を行って
ください。
19



第 2章　セットアップを行う
2. バッテリコネクタ2箇所を下記図のように
UPS本体のコネクタと接続します。接続し
た後にコネクタが、しっかりと挿入されて
いることを確認してください。

3. バッテリカバーを閉じ、カバーの取っ手を
下記図の矢印方向にゆっくりとスライド
させます。次いで手順③で取り外したネジ
を使用して、バッテリカバーを左図のよう
にネジで止めます。

4. フロントベゼルの UPS 本体の取り付け溝
に挿入されていることを確認し、フロント
ベゼルを静かに取り付けます。
20
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2.4　タワータイプに変換する

2

2.4 タワータイプに変換する

本装置をタワータイプで使用する場合は、以下の手順に従って変換する作業を行ってください。
下記作業の前にバッテリモジュールを外してください。

1. クリート（2個）、ラック取付金具（2個）
を外す。

2. 台足（2セット）を取り付ける。

3. 制御パネルの向きを変える。
制御パネルを富士通ロゴの方向にズラす
と、板金から外れます。制御パネルの向き
を 90°回転し、板金にはめ込みます。トッ
プカバーをはめ込み、ネジ（1個）でとめ
ます。

クリート
（ネジ× 4個）

ラック取付用金具
（ネジ× 4個）

クリート
（ネジ× 4個）

ラック取付用金具
（ネジ× 4個）

制御パネル

× 2個

× 2個

制御パネル

はめる時

外す時
21



第 2章　セットアップを行う
4. ネジ（2個）を外し、制御パネルを外す。

5. バッテリーモジュール（2本）を実装する。

6. フロントベゼルを取り付ける。

7. 2.2セットアップ手順の 3項以降の手順に
もどる。
22
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2.5　設置最終チェック

2

2.5 設置最終チェック

いったん、負荷機器をオフにするか、接続を外し、UPS 動作を停止させた上で、以下の内容が問
題ないことを確認し、設置完了です。

① ラック搭載の場合、UPS本体がラックにしっかりと固定されていること、またタワータイプ
の場合、台足がしっかり固定され、安定した場所に設置されていること

② バッテリモジュールが完全に取り付けられていること
③ 入力電源コードが接続されていること
④ 正常な AC200V電源が供給されていること

2.6 無停電電源装置を起動する

運転を開始するには

電源が接続されていることを確認し、本装置前面パネルにあるオン／テストボタンを押します。

すると、電力が供給され、本装置は信号音を鳴らしてセルフテストを行います。
23
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第 3章

UPSの各部名称とはたらき
この章では、無停電電源装置の構成、
各部の名称やはたらきについて説明します。

3.1 無停電電源装置の構成 .................................................................... 26

3.2 無停電電源装置前面パネル ............................................................. 26

3.3 無停電電源装置背面 ....................................................................... 28

第 3章　UPSの各部名称とはたらき
25



第 3章　UPSの各部名称とはたらき
3.1 無停電電源装置の構成

3.2 無停電電源装置前面パネル

LED 説明

オンライン オンライン LED は、接続された機器に電力を供給するために UPS が商用電源を取
り込んで、通常運転になっている時に点灯します。

オンバッテリ UPSが接続された機器にバッテリ電力を供給している時に点灯します。

バイパス バイパス LEDはUPSがバイパスモードになっている時に点灯します。バイパスモー
ドでの操作に切り替わると、接続された機器に直接商用電源が供給されます。
これは UPSの内部異常や過負荷状態が発生した場合、または管理ソフトや手動バイ
パススイッチによって切替操作を行った場合に切り替わります。UPS がバイパス
モードになっている場合は、バッテリによる電力供給はできません。本マニュアル
の「第 7章　故障かな ?と思ったときは（p.49）」を参照してください。

異常 UPSが内部異常を検出したときに点灯します。
本マニュアルの「第 7章　故障かな ?と思ったときは（p.49）」を参照してください。

バッテリモジュール

フロントベゼル

85％

68％

51％

34％

17％

Load

96％

72％

48％

24％

0％

バッテリ充電
26
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3.2　無停電電源装置前面パネル

3

過負荷 過負荷状態になっています。「第 7章　故障かな ?と思ったときは（p.49）」を参照
してください。

バッテリ交換 バッテリが未接続になっているか、交換が必要です。「第 7章　故障かな ?と思った
ときは（p.49）」を参照してください。

Load UPS から負荷装置への給電レベルを表しています。詳細については、「4.4　Load
ディスプレイ（p.31）」を参照してください。

バッテリ充電 バッテリの最大容量に対する現在の充電量を表しています。詳細については、「4.5
　バッテリ充電ディスプレイ（p.31）」を参照してください。

ボタン 説明

オン／テスト このボタンを押すと UPSの電源がオンになります（その他の機能については４章以
降を参照してください）。

オフ このボタンを押すと UPSの電源がオフになり、電力の出力が停止します。

LED 説明

85％

68％

51％

34％

17％

96％

72％

48％

24％

0％
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第 3章　UPSの各部名称とはたらき
3.3 無停電電源装置背面

① UPSの背面各部の説明

No. 名称 機能説明

 シリアルインターフェイスポート 本ポートは使用しないでください。
このポートを使用すると本装置は OFF になり出力が停止
する恐れがあります。

 バイパススイッチ 手動でバイパス運転に切り替える際に使用します。入力電
圧がバイパスポイント内であることを確認した後に、切り
替えてください。バイパスポイントの範囲外で切替操作を
行うと、UPSの出力は停止します。

 REPO ポート 本機能のサポートは行っておりません。

 SmartSlot™ アクセサリスロットで、標準でネットワークマネジメント
カード（AP9630）が搭載されています。

 バッテリコネクタ 拡張バッテリを接続するコネクタです。
（拡張バッテリ使用時）

 入力アクセスパネル 商用電力の入力部です。

 出力コンセント（L6-20R） 負荷機器の入力プラグ（L6-20P）を接続します。各コンセ
ント当たり出力電流 16Aまで接続することができます。

 過負荷保護ブレーカ（L6-20R用） L6-20Rの過負荷保護用ブレーカです。L6-20Rコンセント
2個の電流値の合計が 20A以上で動作します。

 出力コンセント（L6-30R） 過負荷機器の入力プラグ（L6-30P）を接続します。各コン
セント当たり出力電流 24Aまで接続することができます。

 TVSSネジ UPS には電話線保安器やネットワーク回線保安器など、
サージ電圧抑制（TVSS）装置のアースリード線を接続する
TVSS コネクタを備えています。TVSS コネクタは UPS の
電源コードの接地線を通じてアースを提供します。









 



 



ノーマル　バイパス
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第 4章

基本的な操作・機能
この章では、本装置の基本的な操作・機能について説明しま
す。あらかじめ本装置を「第 2 章　セットアップを行う
（p.11）」で説明した手順でセットアップしてから操作してく
ださい。

4.1 UPSの起動（出力開始） .................................................................. 30
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4.4 Loadディスプレイ ........................................................................ 31
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第 4章　基本的な操作・機能
4.1 UPSの起動（出力開始）

本 UPS を商用の電源に接続しオン／テストボタンを押して、
負荷装置に電力を供給します。UPSに接続した装置に直ちに
電力を供給すると同時に信号音を鳴らしてセルフテストを行
います。セルフテストについては、「4.3　セルフテスト
（p.30）」の説明を参照してください。

4.2 UPSの停止（出力停止）

本UPSの出力電源を停止させるには、オフボタンを押します。

注意： UPS が商用電源に接続され、商用電圧が供給されて
いる場合、UPS はスタンバイ状態（内部プロセッサ
が稼働状態）になります。また、この状態では UPS
はバッテリを充電し、コンピュータインターフェイス
ポートとアクセサリスロットから受信したコマンド
に応答します。

※ UPSの完全停止 ... UPS の停止後、入力プラグを外してオ
フボタンを3秒以上押すとUPSはスタ
ンバイ状態から完全停止状態になりま
す。

4.3 セルフテスト

本 UPSの稼働状態およびバッテリ状態を点検するには、セル
フテスト機能を使用します。セルフテストを実行するには、
UPSが商用電源に接続されオンになっている状態で、UPSが
信号音を鳴らしオンライン LED が点滅するまでオン／テス
トボタンを押します。

注意： デフォルトの設定では UPS は次の時にセルフテスト
を自動的に実行します。①オン／テストボタンを押し
て UPSを起動したとき。② UPSを連続運転させた場
合 14日に 1回

セルフテスト中、UPSは負荷装置をバッテリで短時間稼働（オンバッテリ LEDが点灯）させます。
UPS のセルフテストに問題がない場合は、オンライン運転に戻ります。このとき、オンバッテリ
LEDが消え、オンライン LEDが点灯します。

セルフテストで問題があった場合は、UPSは直ちにオンライン運転に戻り、バッテリ交換 LEDが
点灯します。このとき接続している装置は影響を受けません。バッテリ交換 LEDが点灯した場合
は、バッテリ交換が必要ですので、直ちに弊社担当保守員までご連絡ください。
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4.4 Loadディスプレイ

前面パネルの左側にある 5個の LEDで、UPSから
負荷装置への給電レベルが表示されます。LED は
UPS の最大定格容量に対する給電量のパーセント
を表します。たとえば、3個の LEDが点灯してい
る場合、UPSの最大容量の 51%～ 67%の電力が
負荷装置に供給されています。

5個の LEDがすべて点灯している場合は、UPSが
過負荷状態にならないことを確認してください。

UPS が過負荷状態になると、過負荷 LED が点灯
し、警報音が鳴ります。詳細は、「過負荷状態
（p.33）」の説明を参照してください。

注意： Loadディスプレイの各表示は、UPSの最大定格容量に対する負荷装置への給電量の割合
を％で示したもので、VAによる値かWによる値のどちらかがそのレベルに達した時点灯
します。負荷が最大に近い状態（Loadディスプレイが 5個点灯の状態）にして UPSをご
使用されますと過負荷状態になった時にUPSが停電時のバックアップ運転がで「10.3バッ
テリ動作実行時間の決定方法（p.79）」きなくなります。負荷に余裕をみて UPSをご使用
ください。負荷毎のバッテリ保持時間はの表を参照してください。

4.5 バッテリ充電ディスプレイ

前面パネルの右側にある 5個の LEDで、バッテリ
の最大容量に対する現在の充電量がパーセントで
表示されます。5個の LEDがすべて点灯している
場合、バッテリは最大量に充電されています。バッ
テリ充電ディスプレイが点滅している場合は、負
荷装置へのバッテリの給電時間が残り 7 分（注）
以下であることを示します。

注）本 UPSのデフォルト値です。
詳細は「バッテリ容量低下 警告時間（p.81）」を参照してください。
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51％

34％

17％

96％

72％

48％

24％
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4.6 商用電源電圧ディスプレイ

本UPSには商用電圧を表示する診断機能がありま
す。UPS が商用電源に接続されている状態でオン
／テストボタンを４秒以上押し続けると「ピッ」と
音が鳴りディスプレイに商用電源からの入力電圧
が表示されます。また、オン／テストボタンを押
し続けている間は商用電源からの電圧が表示され
ます。

このディスプレイでは、その時の入力電圧が、現
在点灯中の表示灯の値とその一つ上の値の間であ
ることが示されます。例えば、3 個の表示灯が点
灯している場合、入力電圧は AC199Vと AC217V
の間です。

正常な商用電源に接続されている UPSの表示灯がまったく点灯しない場合、電圧は非常に低下し
ています。
5 個の表示灯がすべて点灯している場合は、UPS の入力電圧が異常に高いため、有資格者に電源
状態を点検してもらう必要があります。

注意： この手順の一部として、UPSはセルフテストを行います。セルフテストは電圧表示に影響
を与えません。

注意： 商用電源電圧ディスプレイの誤差は± 4%です。

4.7 バイパス運転

UPS に内部異常や過負荷が発生した場合、またはバイパススイッチやネットワークマネジメント
カードによって手動で操作した場合、接続された機器に商用電源が直接供給されます。UPS がバ
イパスモードになっている場合は、バッテリによる電力供給はできません（「第 7章　故障かな ?
と思ったときは（p.49）」を参照）。

4.8 オンバッテリ運転

UPS は停電などの問題が発生すると自動的にオンバッテリ運転に切り替えます。オンバッテリ運
転になると、警告音が 30秒おきに 4回鳴ります。

管理ソフトによるシャットダウン制御を行わない場合、商用電源が復旧するまでは、バッテリの
電源がなくなるまで UPSから接続された機器に電力が供給されます。

バッテリ動作実行時間の残り時間が 7分（注）になると、UPS から長い警報音が鳴ります。管理
ソフト PowerChute Network Shutdownを使用していない場合は、UPSバッテリがなくなっ
てしまう前に、手動でファイルを保存してコンピュータをシャットダウンする必要があります。

注）本 UPSのデフォルト値です。
「バッテリ容量低下 警告時間（p.81）」を参照してください。

236V

217V

199V

180V

161V
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4.9 シャットダウンモード（復電待ち状態）

シャットダウンモードは、UPSが停電でバッテリ運転となって自動で出力を停止したときから、商
用電源が復旧するまでの待機している状態をいいます。この間、UPSは前面パネルの LEDを順次
スクロール点灯させます。停電時の他に、スケジュール運転による停電時にもシャットダウンモー
ドになります。

注意： シャットダウンモードになってから 9 分後に UPS の前面パネルのスクロール点灯が停止
しますが、節電のためであり故障ではありません。
スケジュール運転によるスリープ状態中に停電が発生し、バッテリが消耗すると、UPSは
電源供給開始までのカウントダウンを停止します。その後、UPSは停電から復電したタイ
ミングで電源供給を開始します。

4.10 警報音

オンバッテリ運転中

オンバッテリ運転中は、オンバッテリ LEDが点灯し、UPSは警報音を鳴らします。この警報音は、
30秒毎に 4回鳴ります。UPSが商用運転に戻ると、警報音は停止します。

警報音を停止させるには、警報音が鳴っている時にオン／テストボタンを押してください。この
操作は、その時の警報にだけ有効で、次のバッテリ給電時には再び警報音が鳴ります。この方法
で警報音を停止しても、UPS前面パネルのオンバッテリ LEDの点灯は解除されません。また別売
りのソフトをご使用の場合でも、ソフト上の画面の警報表示は解除されません。

過負荷状態

本 UPSが過負荷状態（接続装置が「仕様」の項で記載されている容量の範囲を超える状態）になっ
た場合、過負荷 LEDが点灯し、UPSは警報音を鳴らします。この警報音は過負荷状態が解決され
るまで鳴り続けます。なお、過負荷状態では、UPS は停電時のバックアップ運転が行えません。
UPSに機器を接続する際は、負荷の消費電力を十分確認してください。

バッテリ交換

セルフテストで問題がある場合、UPSは短い警報音を約 1分間鳴らしてバッテリ交換 LEDを点灯
します。この後 UPSはこの警報音を 5時間毎に繰り返し鳴らします。バッテリ交換状態を確認す
るには、「4.3　セルフテスト（p.30）」で説明した手順を実行してください。セルフテストで問題
がなくなると、警報音は停止します。セルフテストでバッテリ交換 LEDが点灯した場合や定期的
なバッテリ交換を行う場合は弊社担当保守員までご連絡ください。

バッテリ低下

オンバッテリ運転時 UPSのバッテリが低下して、「10.5　ユーザー設定可能項目」で設定したバッ
テリ容量低下警告時間よりもバッテリ動作実行時間が短くなると、UPSは連続的に警報音を鳴ら
します。UPS が商用運転に戻るか、バッテリの消耗によりシャットダウンするまで、この警報音
は鳴り続きます。詳細は「10.5ユーザー設定可能項目（p.81）」の説明を参照してください。
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第 5章

サーバの制御
この章では、本無停電電源装置から給電されている
サーバ装置をシャットダウンや復電するための制御ソ
フト PowerChute Network Shutdown（別売）や
ネットワークマネジメントカードについて簡単に説明
します。

5.1 電源管理ソフトウェアについて ....................................................... 36
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第 5章　サーバの制御
5.1 電源管理ソフトウェアについて

■ PowerChute Network Shutdownの特長

PowerChute Network Shutdownは、大規模システムやブレードサーバに適したネットワーク
ベースの電源管理ソフトウェアです。ネットワークマネジメントカード（標準添付）と併せて使
用することにより、ネットワーク経由で複数台のサーバを安全に自動シャットダウンすることが
可能です。また、Webブラウザから簡単にネットワーク設定や個々のサーバのシャットダウン時
間を設定することができるため、遠隔地からでも容易に必要な設定や電源状態の監視をすること
ができます。このため、大容量 UPSと組み合わせて使用することにより、ネットワーク経由で複
数のサーバをシャットダウンすることができ、電源システムの管理コストを大幅に削減すること
が可能です。また、複数の UPSによる冗長構成に対応しているため、冗長電源を搭載したサーバ
機ではより信頼性の高いシステムを構築することができます。

主な機能

OSシャットダウン 突然のクリティカルイベントよりデータを保護します。

ネットワークベースの
シャットダウン

UPS との通信にネットワークを使用することによって、シリアルケー
ブルは不要です。

冗長構成に対応 冗長電源を持つサーバのシャットダウンに対応。最大 3台の UPSを設
定できます。

ユーザ通知 電源関連、ネットワーク関連のイベントが起きた際に、システム管理
者等に通知します。

イベントアクション 20 以上の電源や UPS 関連のイベントに対応。イベント毎にアクショ
ンを設定可能です。

スケジュール運転 ネットワークマネジメントカードの機能を使用して、サーバの運用を
スケジュールすることが可能です。
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PowerChute Network Shutdownの画面例

PowerChute Network Shutdownのユーザインタフェースはすべて英語となります。

電源障害時の自動シャットダウン

あらかじめ必要なイベントに対してシャットダウンアクションを設定しておくことにより、電源
障害発生時にネットワークマネジメントカードから通知されるイベント情報に基づいてサーバを
自動シャットダウンさせることができます。
また、冗長電源を持つサーバと複数台の UPSにより冗長構成を組んでいる場合は、1台の UPSで
電源障害が発生しても、残りの UPSからの電源供給でシステムの運用を継続することができます。
ただし、冗長構成の場合には、UPS が故障した場合を想定して、1 台の UPS ですべてのバック
アップ対象サーバの電源容量を満足するように、UPSの選定を行う必要があります。

電源関連イベントに対してシャットダウン開始の設定をするには、Webブラウザから
PowerChute Network ShutdownのWebインターフェースにアクセスします。

インターネットエクスプローラを使用して、PowerChute Network ShutdownのWebイン
ターフェースからイベントアクションの設定をする手順は以下になります。

1. インターネットエクスプローラを起動
インターネットエクスプローラを起動し、「ファイル」の [ 開く ] を選択します。インター
ネットアドレスに「 http://シャットダウンを設定するサーバの IPアドレス」を入力し、 [OK]
をクリックします。
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第 5章　サーバの制御
2. ログイン画面
ネットワークパスワードの入力画面が表示されるので、PowerChute Network Shutdown
のインストール時に設定したユーザ名、パスワードを入力し [ OK ] ボタンをクリックします。

左サイドメニューから、［マシンのホスト名］をクリックして［Configure Events］ページを開
きます。設定可能なイベントの一覧が現れるので、シャットダウンの開始を有効にするイベント
の行の［Shut Down System］の欄にあるチェックマークをクリックして、シャットダウンアク
ションの設定を行います。
インストール直後の状態では、UPS がローバッテリ状態になった場合にシャットダウンが開始さ
れるようになっていますが、電源障害発生時、UPS がバッテリ運転を開始した直後にシャットダ
ウンを開始させたい場合は、［UPS: On Battery］イベントにシャットダウンアクションを設定し
てください。
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又、PowerChute Network Shutdown をご使用の場合は、下記設定を行うことで、バッテリ温
度異常（InternalTemperature exceeded Upper limits）が検出された場合、サーバを自動
シャットダウンすることが可能ですので、併せてご検討ください。

1. PowerChute Network Shutdown へログインします。

2. 画面右側「Configure Events」メニューを選択します。

3.「UPS temperature：Overheated」イベントにおける「Shutdown the System」欄をク
リックします。

4.「Yes、 I want to shut down the system」のチェックボックスを有効にし、「Shutdown
the System only when the event lasts this long ( seconds ) : 」欄に任意の待機時間
（秒）を入力します。
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5.「UPS temperature ： Overheated」イベントにおける「Shutdown the System」欄が有
効になったことを確認します（レ点：チェックマーク付きの緑色に変更されれば有効になっ
ています）。

スケジュール運転

あらかじめネットワークマネジメントカードにスケジュールを登録しておくことにより、設定さ
れた時間にネットワークマネジメントカードからの指示によって PowerChute Network
Shutdownがサーバをシャットダウンします。その後、UPSが出力を停止することにより、サー
バへの電源供給が停止されます。
シャットダウン動作の種類としては、「シャットダウンのみ」、「シャットダウン後すぐリブート」、
「シャットダウン後指定時間にリブート」の 3通りが選択可能です。
スケジュール設定した時間に、UPSからの電源供給が再開され、サーバが起動します。

UPSのスケジュール運転を設定するには、Webブラウザからネットワークマネジメントカードの
Webインターフェースにアクセスします。
インターネットエクスプローラを使用してWeb インターフェースからネットワークマネジメン
トカードにスケジュールを登録する手順は以下になります。

1. インターネットエクスプローラを起動
インターネットエクスプローラを起動し、「ファイル」の［開く］を選択します。インター
ネットアドレスに「http://NMCの IP アドレス」を入力し、［OK］をクリックします。

2. ログイン画面
ネットワークパスワードの入力画面が表示されるので、ユーザ名、パスワードを入力し［OK］
ボタンをクリックします。ユーザ名、パスワードのデフォルト値は「apc」、「apc」となって
います。
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下記の画面が表示されます。

「設定」をクリックし、「スケジュール」をクリックすると以下の画面が表示されます。設定
するスケジュールシャットダウンの実行頻度に応じて、それぞれ下記のリンクをクリックし
てスケジュールの設定を行ってください。

一回のみ…「1回だけ」　　毎日…「1日に 1回」　　毎週…「週に 1回」
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UPSの設定確認方法

UPSの設定値を確認するには、WebブラウザからネットワークマネジメントカードのWebイン
ターフェースにアクセスします。

インターネットエクスプローラを使用してネットワークマネジメントカード経由で UPSの設定値
を確認する手順は以下になります。

1. インターネットエクスプローラを起動
インターネットエクスプローラを起動し、「ファイル」の［開く］を選択します。インター
ネットアドレスに「http://NMCの IPアドレス」を入力し、［OK］をクリックします。

2. ログイン画面
ネットワークパスワードの入力画面が表示されるので、ユーザ名、パスワードを入力し［OK］
ボタンをクリックします。ユーザ名、パスワードのデフォルト値は「apc」、「apc」となって
います。

下記の画面が表示されます。

「設定」内の各メニュー（電源設定 , シャットダウン , UPS, セルフテストのスケジュール）をク
リックすると画面が表示されます。下記の項目の設定を確認してください。

PowerChute Network Shutdown を使用する場合、「バッテリ残量低下持続時間」の値は最低
でも 5 分以上に設定する必要があります。

バイパス上限電圧 : 220 VAC

バイパス下限電圧 : 140 VAC

出力周波数 : AUTO

バッテリ残量低下持続時間 : 07 分

シャットダウン待機時間 : 240 秒

最小バッテリ容量 : 00％

復帰待機時間 : 000 秒

外部バッテリ : 1
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メンテナンス
この章では、日常のお手入れや定期的な点検やバッテ
リ交換などについて説明します。

6.1 点検とお手入れ .............................................................................. 44

6.2 無停電電源装置の保管 .................................................................... 45

6.3 バッテリ交換について .................................................................... 45

6.4 無停電電源装置の取り外しについて ................................................ 48
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6.1 点検とお手入れ

本装置をより良くご使用いただくために、次のことに注意して定期的に点検してください。

● 本装置前面パネルにある各種 LEDが壊れていないか点検してください。

● 設置されている部屋の温度や湿度を点検してください。

● 本装置のお手入れは、乾いたきれいな布で拭いてください。汚れがひどい所は、水か中性洗
剤を布に含ませ、かたくしぼってから拭き取ってください。シンナー、ベンジンなどの揮発
性の有機溶剤や化学ぞうきんは使用しないでください。外装を痛めたり、故障の原因となる
ことがあります。

● 年に一度、ケーブルや電源コードがすり切れていないか、変質しているところがないか点検
してください。

• 保守員以外の人は、本装置の分解・修理・改造などしないでください。分
解・修理・改造などすると正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火
災の原因となることがあります。

• 本装置のお手入れの際は、感電することがありますので、電源を OFF に
してから電源ケーブルを抜いてください。

• 電源ケーブルの抜き差しはプラグを持って行ってください。コード部分を
引っ張るとコードが傷ついて火災や感電の原因となります。

• 濡れた手で電源ケーブルを抜き差ししないでください。
感電することがあります。

• 本装置内部に水などの液体を入れないでください。感電や火災の原因とな
ります。万一、液体が入った場合は、電源を OFF にしてから、電源ケー
ブルを抜いて、弊社保守員または担当営業までご連絡ください。

• コンセント、ケーブル、本装置の背面コネクタは水などで濡らさないでく
ださい。感電や火災の原因となります。
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6.2 無停電電源装置の保管

● 保管前は、バッテリ残量 LED が全て点灯するまで充分に充電してから保管してください。
（バッテリ充電後すみやかにバッテリのコネクタを外し、保管してください。）

●  温度が低い場所に保管してください。温度が高い場合は保管期間が短くなります。

● バッテリモジュールのコネクタを外して保管してください。外さないで保管した場合、バッ
テリが放電し、使用不可能になることがあります。

● 保管期間中もバッテリの寿命は短くなります。バッテリは定期的に交換してください。

6.3 バッテリ交換について

バッテリの寿命

本装置では、バッテリを使用しています。このバッテリには寿命があり、蓄電池工業会からバッ
テリ寿命が定義されています。バッテリの寿命を越えた状態で使用された場合、停電時にバック
アップできなくなるばかりでなく、思わぬ障害を発生させる原因となります。予防保全のために、
早めの交換をお勧めします。

なお、バッテリの寿命は使用温度条件や放電回数によって大きく変化します。特に温度による影
響は大きく、使用温度によって以下のように短縮されますのでご注意ください。

本装置の長期保管は原則おやめください。
万一保管する場合、下記の取扱いや保管する場合の注意事項を守らないと、発煙や発
火する可能性があります。

保管温度 保管期間

25℃以下 ６ヶ月以内

30℃以下 ４ヶ月以内

35℃以下 ３ヶ月以内

使用温度 バッテリ交換時期

25ºC 2年

35ºC 1年

40ºC 0.5年
45



第 6章　メンテナンス
周囲温度が 10ºC～ 25ºCの範囲内で管理することをお薦めします。特に 24時間システム等、重
要業務に使用される場合は、交換周期を早めていただくようお願いします。また、本装置周辺の
荷物の積み上げなどで換気が妨げられた場合は、バッテリの温度が上昇し、寿命がより短縮して
しまいますのでご注意ください。

バッテリの寿命判断について

基本的には環境温度による推奨交換時期を守ることをお勧めしますが、次の方法でもバッテリ寿
命の判断方法として活用できます。

● 前面パネルのオン／テストボタンを押して、セルフテストを実施することにより確認できます。

• バッテリは、定期的な交換が必要です。寿命を過ぎたバッテリを使用し続
けますと、発煙や火災の原因となります。

• バッテリモジュールは DC96V/5Ah です。感電の危険性があります。設
置、交換作業を行う場合は、事前に腕時計や指輪などの装飾品を外して、
作業してください。

• 購入時は 2 章のセットアップの内容に従って、負荷装置を接続する前に 3 ～ 8 時間のバッ
テリ充電を行ってください。

• 停電によりバッテリが完全放電してしまうと元に戻すために 3～ 8時間の「回復充電」が必
要となります。再度の停電に備えて、常時充電を行い、いつもバッテリを満充電状態にして
ください。

• UPSの電源を入れる準備ができるまで、バッテリモジュールのコネクタは本体装置に差した
まま放置（2–3日以上）しないでください。バッテリが放電して使用不可能となることがあ
ります。
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バッテリ交換作業

バッテリの交換作業は弊社保守員が行います。

バッテリの交換の際は、弊社保守員に、使用装置名と対応する交換部品名をお知らせください。

バッテリは 2本すべて交換するようにしてください。

【留意事項】
拡張バッテリが接続されている場合には、本体バッテリ交換時に合わせて拡張バッテリも同時に
交換してください。

装置名 交換部品名 図　番

PY-UPAC5K2　 バッテリモジュール（2本セット） CA05958-0901

ヒント 本 UPS は出力を供給したままバッテリーを交換することが可能ですが、バッテリー
交換中は負荷機器が保護されませんので、負荷機器や UPS の出力を停止してから
バッテリー交換を行うことを推奨致します。

負荷機器、UPS 本体を稼働させたままバッテリーの活性交換を実施する際にあたり、
ネットワークマネジメントカード及び電源管理ソフトウェア「PowerChute Network
Shutdown」を使用している場合、「PowerChute Network Shutdown」の設定によ
るシャットダウンを防ぐために、サービスを停止させた後にバッテリー交換を実施す
ることを推奨いたします。
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6.4 無停電電源装置の取り外しについて

負荷機器を全て取り外し、UPS の電源を以下の手順で完全オフにしてください。

1. 前面パネルのオフスイッチを押下します。次に装置背面の入力ブレーカをオフします。さら
に前面パネルのオフスイッチを長押しすると完全にオフされます。

2. 電源コードを外してください。

3. フロントベゼルを取り外してください。

4. バッテリモジュールを取り外してください。

5. UPSを固定しているネジをラックから外してください。

6. 背面に回り、UPSを前面に 15cm程度スライドさせてください。

7. UPSの入力プラグがラックの下を通るまで、ラック底部を持ち上げてください。

8. 前面より、UPSを引き出してください。

• バッテリモジュールは重いため、無理に持ち上げると腰を痛めたり、落と
してけがをすることがあります。持ち上げ、移動、実装、取り外しは注意
して行ってください。質量：約 18kg

• UPS（バッテリなし）は重いため、無理に持ち上げると腰を痛めたり、落
としてけがをすることがあります。持ち上げ、移動、実装、取り外しは 2
人以上で行ってください。質量：約 22kg
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第 7章

故障かな ?と思ったときは
この章では、本装置使用中のトラブルについて対処方
法を説明します。

第 7章　故障かな ?と思ったときは
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第 7章　故障かな ?と思ったときは
UPSは前面パネルに警告情報を表示します。使用中に「故障かな？」と思われる症状、表示が出
たら、まず、以下の項目を参考にしてチェックしてください。該当する項目がない場合や「対策」
を行っても症状が改善されない場合は、弊社保守員または担当営業までご連絡ください。

問題と原因 対処方法

UPSの電源が入らない

• バッテリが適切に接続されていない バッテリコネクタが完全に差し込まれていることを確認し
てください。

• ボタンを押していない ボタンを 1 回押すと、UPS と接続された機器に電力が
供給されます。

• UPSが商用電源に接続されていない UPS と商用電源を接続している電源ケーブルが適切に差し
込まれていることを確認してください。

• 電圧がかなり低いか電圧がない 商用電源電圧の確認を電気取扱資格のある方に依頼してく
ださい。

UPSの電源がオフにならない

• ボタンを押していない ボタンを一回押すと、UPSの電源がオフになります。

• UPS内部が故障している UPS を使用しないようにしてください。弊社保守員または
担当営業までご連絡ください。

UPSから時々警告音が鳴る

• UPSがオンバッテリ動作をしているとき これは問題ではありません。UPS が接続された機器を保護
しています。

• 過負荷 LEDが点灯しているとき UPSに接続している機器を減らし、負荷を軽減してください。

UPSのバッテリ動作実行時間が短い

• UPSバッテリが弱くなっている（原因：
停電が発生したばかりか、バッテリが寿
命期になっている）

バッテリを充電してください。長時間の停電後は、バッテリ
を充電する必要があります。バッテリの使用頻度が高い場合
や高温の場所で使用している場合には、バッテリの消耗が早
くなります。バッテリが寿命期になっている場合は、バッテ
リ交換 LED がまだ点灯していない場合でも、バッテリの交
換を行ってください。

前面パネルの LEDが連続して点滅する

• UPSが停電、もしくはスケジュール運転
によってシャットダウンした状態と
なっている

これは問題ではありません。停電の場合は、電源が復旧する
と UPSは自動的に再起動します。

UPSがコンセントに接続されているにも関わらず、LEDが全て消灯している

• UPSがシャットダウンしており、長時間
にわたる停電によりバッテリ容量が空
になっている

これは問題ではありません。電源が復旧し、バッテリが一定
量充電されると UPSは元の状態に戻ります。

バイパスおよび過負荷 LEDが点灯し、UPSから継続した警告音が鳴る

UPSが過負荷の状態になっている 接続された機器が「最大負荷値」を超えています。
過負荷の状態が改善されるまで警告音は継続して鳴ります。
UPS から優先度の低い機器を外して、過負荷を解除してく
ださい。
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バイパス LEDが点灯している

バイパススイッチが手動またはアクセサリ
によってオンにされている

バイパスモードを意図的に選択している場合は、正常な動作
です。
そうでない場合は、UPS の背面にあるバイパススイッチを
ノーマル位置に戻してください。

エラーおよび過負荷 LEDが点灯しており、UPSから接続した警告音が鳴る

過負荷状態、もしくは UPSが故障している 過負荷の場合は、システムを安全に終了した後、UPS から
優先度の低い機器を外して、過負荷を解除してください。
過負荷状態ではない時には、故障の可能性がありますので、
弊社保守員にご連絡ください。

エラー LEDが点灯している

UPS内部が故障している システムへの導入前の場合は、UPS を使用しないようにし
てください。運用開始後の場合は、一旦システムを安全に終
了した後直ちに UPS の電源をオフにし、弊社保守員または
担当営業までご連絡ください。

バッテリ交換 LEDが点灯している

バッテリ交換 LEDが点滅し、バッテリが接
続されていないことを示す短い警告音が 2
秒おきに鳴る

バッテリコネクタが完全に差し込まれていることを確認し
てください。

バッテリが寿命になっている 「6.3　バッテリ交換について（p.45）」を参照。バッテリを
交換する場合は、全てのバッテリモジュールを変換してくだ
さい。

停電などでバッテリ容量が低下している バッテリを 24時間充電してから、再度セルフテストを行っ
てください。それでも問題が解決されない場合は、バッテリ
の交換が必要となります。

バッテリのセルフテストに問題がある UPSから短い警告音が 1分間鳴り、バッテリ交換 LEDが点
灯します。警告音は 5時間おきに鳴ります。バッテリを 24
時間充電してから再度セルフテストを行い、バッテリ交換
LED の状態を確認してください。セルフテストに問題がな
ければ、警告音が止まり LEDは点灯しません。

商用電源が供給されているにも関わらず、UPSがオンバッテリで起動する

電圧が非常に高い／低い、あるいはゆがみ
が発生している

商用電源設備の確認を有資格者に依頼してください。

電圧診断機能

5つの LEDすべてが点灯している 電圧が極めて高いことを表しますので、商用電源設備の確認
を有資格者に依頼してください。

LEDが全く点灯しない UPSを正常なコンセントに接続しているにも関わらず、LED
がまったく点灯しない場合は、商用電源の電圧が極めて低い
ことを表します。商用電源設備の確認を有資格者に依頼して
ください。

オンライン LED

LEDが全く点灯しない UPSがオンバッテリになっているか、電源が入っていません。

問題と原因 対処方法
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ネットワークマネジメントカード

LEDが点滅している UPSがセルフテストを実行しています。

トラブルと原因 対策

シリアル通信で応答がない

ステイタス LEDが消灯
　→ 装置に電力が供給されていない。

UPSに電力が供給されていることを確認してください。
NMCが本体に正しく実装されているか確認してください。

ケーブルが接続されていない インターフェースケーブルを接続してください

シリアル通信で応答が異常 

通信の設定が間違っている 通信の設定を確認してください。

正しいケーブルが接続されていない 添付のインタフェースケーブルを使用してください。

LAN通信が異常

リンク Rx/Tx LEDが消灯
　→ LANケーブルが接続されていない
　→ LANケーブルの不良
　→ ハブ等の装置がオフになっているか、
　　 正常に動作していない

LANケーブルを接続してください。
正常なケーブルを使用してください。
ハブ等の装置の動作を確認してください。

ステイタス LEDが赤の点滅
　→ NMCと UPSの接続が不良

NMCが正しく実装されているか確認してください。

ステイタス LEDが約 2秒間隔の赤の点滅
　→ NMCの設定が行われていない

NMCの設定を行ってください。

負荷情報の表示が 0となる

UPSタブのステイタスの負荷情報（出力電力、負
荷電流など）が“0”と表示される。

UPS の出力電力が少ない場合に、出力電力、負荷電流などが“0”
と表示される場合があります。
これは UPSの仕様であり、故障ではありません。

問題と原因 対処方法
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第 8章　オプション製品
8.1 ステップダウントランスフォーマ (PY-STA01)の使用目的

本装置は無停電電源装置（PY-UPAC5K2）に接続し、AC200V 入力電圧を AC100Vに変換して
出力するステップダウントランスフォーマで、一般事務室やマシン室等でご使用いただくために
開発されたものです。したがって、以下のような用途には使用禁止です。

8.2 梱包内容の確認

装置を設置する前にまず、以下のものが揃っているかを確認してください。万一不足しているも
のがありましたら、販売店へご連絡ください。

ステップダウントランスフォーマ（PY-STA01）本体装置（電源コード一体型）1箱
1. 本体装置（19inchラック 2Uサイズ）....................................................................1台
2. マニュアル CD-ROM「無停電電源装置取扱説明書」...............................................1枚
3. 保証書 .................................................................................................................1包
4. フロントベゼル ....................................................................................................1個
5. ラック搭載用レールキット ............................................................................. 1セット

レール（左）（１個）、レール（右）（１個）、
レール取付用ネジ（１０個）、レール取付ワッシャー（１０個）、ラック取り付け用飾りネジ（４本）

次の用途は使用禁止です。
• 人体／生命に重大な影響をおよぼすような医療機器の制御
• きわめて高度な信頼性を要求される原子力／航空宇宙機器などの制御
• 工作機械の制御
• 交通機関（電車や自動車など）の制御や管制
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8.3 19インチラック搭載について

本装置は必ず 19インチラックに実装して使用してください。ラックに実装する際には添付の専用
レールを使用し、無停電電源装置（PY-UPAC5K2）の上に実装してください。

お客様が実装作業を行うことで生じた問題に関しては責任を負いかねます。

• 弊社保守員以外は、本装置の 19インチラックへの実装はしないでくださ
い。無理に持ち上げると腰を痛めたり、落としてけがをすることがありま
す。

• 搭載作業は下記重量を考慮して実施してください。
本装置 質量：約 40Kg 3人以上

• ラックを不安定な場所に設置しないでください。
ラックが倒れ、重傷を負うことがあります。

• 19インチラックをほこりの多い所に設置しないでください。
ほこりがたまり、内部の部品がショートして感電や火災の原因となりま
す。

• 19インチラックの吸排気口を塞がないでください。
内部の温度が異常に高くなると、誤動作・故障の原因となるばかりか、火
災の原因となります。

• 19 インチラックを直射日光や熱器具の熱が当たるような場所に放置しな
いでください。熱により火災の原因となります。

• 19 インチラック内部でケーブル類の接続が不完全のまま使用しないでく
ださい。ショートや発熱により感電や火災の原因になります。

• 19 インチラック内部に異物を入れないでください。金属類や燃えやすい
ものなどの異物が入ると内部の部品がショートして感電や火災の原因と
なります。万一、異物が入った場合本装置正面パネルの OFF ボタンを押
し、保守員もしくは販売店にご連絡ください。
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8.4 ラックに搭載する

レールの取り付け説明書も合わせてご覧ください。

1. ステップダウントランスフォーマをラックのどこに装置を設置するか決めます。できるだ
け、UPS（PY-UPAC5K2）の上に実装してください。

2. ステップダウントランスフォーマを取り付ける位置の下の穴に「1」の印をつけ、「1」か
ら数えて 6つめの穴に「6」の印をつけます

3. 取り付けレールの下側の穴を装置設置位置の下側の穴「1」に合わせます。レールのクリッ
プが内側の下部に重ならないようにレールの位置を調整します。

4. 「1」から数えて、2番目の穴と 5番目の穴に平らなプラスネジとワッシャーを差し込みま
す。

5. レールを拡張して、前面ラックポストから後部ラックポストまで届くようにします。
6. プラスネジとワッシャーを使用して、後部ラックポストにレールを取り付けます。
7. ステップ 3-6を繰り返して、他のレールも取り付けます。
8. 装置の両側を支え、ユニットを慎重にレールに合わせます。
9. 装置の各側面にはクリートがあり、それをレールの溝にスライドさせます。各クリートを
溝に合わせ、装置をスライドしてはめ込みます。

10. 装置本体に付属する 4本の飾りネジを使用して、装置をラック・ポストに取り付けます。
ステップダウントランスフォーマ取付け耳の上部と底部の穴にネジを挿入します。

11. ラックへの取り付けが終わったらフロントベゼルを取り付けます。

取り付けイメージ
56



オ
プ
シ
ョ
ン
製
品

8.4　ラックに搭載する

8

UPS（PY-UPAC5K2）との接続

ステップダウントランスフォーマとUPSの接続は、UPSの下図のコンセントに接続してください。
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8.5 メンテナンスに関する注意事項

本装置の廃棄について

廃棄については保守員もしくは販売店に相談するか、各自治体の廃棄ルールに従ってください。

本装置の改造および修理の禁止について

本装置の内部は高電圧部分などがあり、お客様が修理を行ったり、本装置のカバーを開けたりす
ると、保証の対象外となるばかりでなく感電などの事故の原因となります。

本装置の譲渡または売却時の注意について

本装置を第三者に譲渡または売却する場合は、本装置に添付されている全てのものを譲渡（売却）
してください。また、本書を紛失された場合は、販売店にご連絡ください。
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本装置の保証について

本装置（PY-STA01）には「保証書」が添付されています。「保証書」は記載内容を確認の上、大
切に保管してください。保証期間内に万一故障した場合は、保証書記載内容にもとづいて修理い
たします。保証期間後の修理については、弊社営業担当にご相談ください。詳しくは、保証書を
ご覧ください。

本装置に貼られてる警告ラベルについて説明します。

本装置に貼られてる警告ラベルは、本装置を操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識
していただくためのものです（ラベルを剥がしたり、汚したりしないでください）。もし、ラベル
が貼られていない、剥がれている、汚れているなど判読不可能な場合は、販売店にご連絡ください。
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8.6 ステップダウントランスフォーマの各部名称

正面

背面

 フロントベゼル
表面カバー。着脱可能。装置搬送、設置の際は取り外して実施してください。

 レールクリート
2 個のクリート（両側に各 1 個）がラック取付レールに掛かり、装置の実装を安定させ
ます。

 入力サーキットブレーカー
30A以上の電流が流れた場合に自動的にOFFし、回路を保護します。装置使用時にON
してください。

 出力コンセント
AC100V出力のコンセント（NEMA 5-15R）が 12個実装され、各出力は、4つの色分
けされたグループに分けられています。

 出力ブレーカー
15Aのサーキットブレーカーで各色分けされた、コンセントが接続されています。








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8.7 ステップダウントランスフォーマの仕様

*1 ステップダウントランスフォーマの容量は合計 22Aです。22Aを越えないようにしてください。

項目 PY-STA01

入力 定格入力電圧 180-220 VAC

定格入力周波数 50/60 Hz

最大入力電流 22 A*1

入力コンセント NEMA L6-30P

電源コード長 1 m

出力 周波数 50/60 Hz

出力電圧 100 V± 10％（入力電圧：AC 200 V± 3％）

最大出力電力 3500 VA

変換効率 90-95％

出力コンセント 形状：個数 NEMA 5-15R：12個

使用環境 温度 10～＋ 35℃

相対湿度 5～ 95％　結露のないこと

その他 寸法　W× H× D（mm） 483× 89× 660

19 inchラック 2Uサイズ

質量（kg） 40 kg

準拠規格 UL1778
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8.8 拡張バッテリ (PY-BBUE2)の使用目的

本装置は、PY-UPAC5K2 無停電電源装置（5000VA）（ラックマウント用［3U］ ）用の拡張バッ
テリです（無停電電源装置（UPS）は、停電、電圧低下、サージなどの外部電源変動からコンピュー
タシステムを保護するものです。

本装置を、無停電電源装置（5000VA）（ラックマウント用［3U］ ）に接続することで、無停電電
源装置（UPS）のバッテリ供給時間を増大させることができます（1台の無停電電源装置（5000VA）
（ラックマウント用［3U］ ）に、本製品を 1台接続することが可能です）。

【留意事項】
拡張バッテリを接続した場合は、ネットワークマネジメントカードの「External Batteries」の
設定値を、１から２へ変更する必要があります。
詳細は、ネットワークマネジメントカードの取扱説明書をご参照ください。

8.9 梱包内容の確認

装置を設置する前にまず、以下のものが揃っているかを確認してください。万一、破損や不足し
ているものがありましたら、担当営業員までご連絡ください。
送付される梱包箱は下記 2箱となります。

拡張バッテリ（1～ 5を含む） 1箱

1 フレーム 1台

2 バッテリモジュール（フレームに搭載済み） 4個

3 フロントベゼル 1個

4 マニュアル CD-ROM「無停電電源装置取扱説明書」 1枚

5 保証書 1包

ラック搭載キット（6～ 13を含む） 1箱

6 本体取付用ナット 6個

7 本体取付用ネジ 8個

8 クリート 2個

9 クリート用ネジ 8個

10 取付ブラケット（本体取付用金具） 4個

11 取付ブラケット用ネジ 15個

12 ラック搭載ガイド 1セット

13 レールキット
レール取付ガイド（1枚）、レール（左）（1個）、レール（右）（1個）、
レール取付用ネジ（10個）、レール取付用ワッシャー（10個）

1セット
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8.10 19インチラック搭載について

本装置は必ず 19インチラックに実装して使用してください。実装作業は弊社保守員に委託してく
ださい。

【留意事項】
ラックに実装する際には添付の専用レールを使用し、本装置を接続する無停電電源装置の下に実
装するよう保守員に指示してください。
お客様が実装作業を行うことで生じた問題に関しては責任を負いかねます。

ラックマウントタイプでは周囲温度（使用温度環境）が無停電電源装置の搭載されるラック内部
温度となり、室温より 5～ 10℃高くなるため、ラック内部の温度を確認し、期待寿命を推定願い
ます。

• バッテリを搭載したまま、本装置の 19インチラックへの実装は禁止です。
ラックへ本装置を設置する時やラックから取り外す時は、必ずバッテリモ
ジュールを抜いてから行ってください。無理に持ち上げると腰を痛めた
り、落としてけがをすることがあります。
重量：本体 約 91kg

バッテリなし重量 約 22kg
• 19インチラックを不安定な場所に設置しないでください。ラックが倒れ、
重傷を負うことがあります。

• 落下注意
本装置には落下防止（ストッパ・ロック）機能がないので、装置をラック
からすべて引き出すと、装置がラックから外れて落下してけがをするおそ
れがあります。

• 19 インチラックをほこりの多い所に設置しないでください。ほこりがた
まり、内部の部品がショートして感電や火災の原因となります。

• 19インチラックの吸排気口を塞がないでください。
内部の温度が異常に高くなると、誤動作・故障の原因となるばかりか、火
災の原因となります。

• 19 インチラックを直射日光や熱器具の熱が当たるような場所に放置しな
いでください。熱により火災の原因となります。

• 19 インチラック内部でケーブル類の接続が不完全のまま使用しないでく
ださい。ショートや発熱により感電や火災の原因になります。

• 19 インチラック内部に異物を入れないでください。金属類や燃えやすい
ものなどの異物が入ると内部の部品がショートして感電や火災の原因と
なります。万一、異物が入った場合、本装置を接続する無停電電源装置正
面パネルのOFFボタンを押し、電源を切ってから、分電盤の外部入力サー
キットブレーカと無停電電源装置背面の入力サーキットブレーカを OFF
にしてください。
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8.11 ラックに搭載する

UPS 本体と同様の手順で梱包箱から装置を取り出す前に、バッテリモジュールを装置から外しま
す。本装置をラックにマウントする場合は、あらかじめフロントベゼルおよびバッテリモジュー
ルすべて（4本）を取り外した状態で行う必要があります。

• 弊社保守員以外は、本装置の 19インチラックへの実装はしないでくださ
い。ラックへ本装置を設置する時やラックから取り外す時は、必ずバッテ
リモジュールを抜いてから行ってください。無理に持ち上げると腰を痛め
たり、落としてけがをすることがあります。
重量：本体 約 91kg

バッテリなし重量 約 22kg
• 作業は 2人以上で実施してください。
• 19インチラックを不安定な場所に設置しないでください。ラックが倒れ、
重傷を負うことがあります。

• 本装置を 19インチラックへの実装する前にフロントベゼルを取り付けな
いでください。フロントベゼルに手をかけると移動中に外れて、ケガをす
るおそれがあります。

1. あらかじめフロントベゼルおよびバッテ
リモジュールすべて（4本）が取り外され
ていることを確認します。

2. 本装置に添付されている取付ブラケット
（2 個）を、取付ブラケット用ネジを使っ
て取り付けます（左右各１個）。
また、クリート（2個）を、クリート用ネ
ジを使って取り付けます（左右各１個）。

3. レールを取り付けます。長さを調整後、
レールを左記の図のようにラック穴位置
に添付のレール取付ネジとワッシャで取
り付けます。
64



オ
プ
シ
ョ
ン
製
品

8.11　ラックに搭載する

8

本装置を接続する無停電電源装置もラックにマウントしてください（無停電電源装置のラックへ
のマウント方法については、「2.3ラックに本体装置をマウントする（p.15）」を参照してください）。

6. 下図を参考にして、緑 /黄色のアース線（スクリュー付）を接続します。
※ 以降の図では、説明のため、本装置を接続する無停電電源装置も併せて図示する場合が

あります。

4. 本装置をレールに設置します。本装置の両
側を支え、ユニットを慎重にレールに合わ
せます。本装置の各側面にはクリートがあ
り、それをレールの溝にスライドさせま
す。各クリートに溝を合わせ、本装置をス
ライドしてはめ込みます。

5. 添付の本体取付用ナット、および本体取付
用ネジを使用し、取付ブラケットをラック
レールに固定します。各取付ブラケットに
対し 2ヶ所（計 4ヶ所）を固定します。

必ず無停電電源装置と拡張バッテリのアース線（緑 / 黄色）を TVSS ネジで
接続してから、拡張バッテリのバッテリコネクタを無停電電源装置のバッテ
リコネクタに接続してください。アース線を接続しない場合、感電する場合
があります。

本装置の重量は約 22kgです。
本装置をレールに取り付ける際
には、2 人以上で行ってくださ
い。
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7. 図を参考にして、背面パネルバッテリを接続します。

バッテリコネクタ部分は、危険電圧が印加されていますので、絶対に手で触
れないでください。感電する恐れがあります。

8. バッテリモジュールを本装置に実装しま
す。

1 2 3 4

1 本のバッテリモジュールは約
18kg です。注意して作業を
行ってください。
66



オ
プ
シ
ョ
ン
製
品

8.11　ラックに搭載する

8

9. バッテリモジュールのコネクタを本装置
のコネクタ部分と接続します（計 4ヶ所）。
接続後にバッテリコネクタがしっかりと
挿入されていることを確認してください。

10. バッテリカバーをネジ（計 9ヶ所）で固定
します。

11. フロントベゼルを取り付けます（コネクタ
部のひもを挟まないように注意してくだ
さい）。

バッテリモジュールにはコネ
クタを引き抜くためのひもが
ついています。 
コネクタを引き抜く際はひも
を使用してください。 
フロントベゼル、バッテリカ
バーを取り付けの際はケーブ
ルに巻きつけ、 取り付けの邪
魔にならないようにしてくだ
さい。 

× 9
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8.12 メンテナンスに関する注意事項

バッテリリサイクル（バッテリの交換および廃棄）について

本装置には短時間の停電などに対応するため、バッテリを使用しています。尚、バッテリの交換
作業は保守員以外行わないでください。保守員以外が作業を行うことで生じた問題に関しては責
任を負いかねます。

バッテリの交換周期は通常使用時 2 年です。定期的に交換してください。

バッテリは「廃棄物の処理および清掃に関する法律」において、「特別管理産業廃棄物」に指定さ
れていますので、むやみにバッテリを廃棄することはできません。当社保守員もしくは販売店に
ご連絡ください。

本装置の改造および修理の禁止について

本装置は、バッテリの交換作業や修理を、教育を受けた保守員が行うことを意図して設計されて
います。本装置の内部は高電圧部分などがあり、お客様がバッテリ交換作業や修理を行ったり、本
装置のカバーを開けたりすると、保証の対象外となるばかりでなく感電などの事故の原因となり
ます。

本装置の保証について

本装置には「保証書」が添付されています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡ししま
すので、記載内容を確認の上、大切に保管してください。保証期間内に万一故障した場合は、保
証書記載内容にもとづいて修理いたします。保証期間後の修理については、弊社営業担当または
代理店にご相談ください。詳しくは、保証書をご覧ください。

• バッテリは定期的に交換してください。
バッテリは寿命をすぎると、容器の劣化により液漏れすることがあります。
漏液には希硫酸が含まれているため、発煙、火災の恐れがあります。また
皮膚に付着したり目に入った場合、火傷や失明することも考えられます。
万一、皮膚に付着したり目に入った場合は、すぐに流水で洗浄して、医師
に相談してください。

• バッテリが液漏れを起こした場合は火気を近づけないでください。
バッテリが液漏れを起こした場合、同時に水素ガスが漏れている可能性が
ありますので、たばこやライター等の火気は絶対に近づけないでください。
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8.13 拡張バッテリの各部名称

 バッテリケーブル
無停電電源装置のバッテリコネクタに接続するケーブルです。

 バッテリコネクタ
本コネクタは未使用です。

 TVSSネジ
本装置は電話線保安器やネットワーク回線保安器など、サージ電圧抑制（TVSS）装置の
アースリード線を接続する TVSSコネクタを備えています。TVSSコネクタは本装置を接
続する無停電電源装置の電源コードの接地線を通じてアースを提供します。
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8.14 拡張バッテリの仕様

モデル 拡張バッテリ（ラックマウント用 [3U] ）

型番 PY-BBUE2

サイズ（W× D× H） 432mm× 695mm× 130mm

重量 約 91kg（バッテリモジュール搭載時）

約 22kg（バッテリモジュール非搭載時）

使用環境条件 周囲温度 : 10～ 35℃

相対湿度 : 5～ 95％（ただし結露なきこと）

相対高度 : 3,000メートル（10,000フィート）以下

保存環境条件 周囲温度 : 0～ 40℃

相対湿度 : 5～ 95％（ただし結露なきこと）

相対高度 : 15,000メートル（50,000フィート）以下
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第 9章　ネットワークマネジメント (PY-UPC01)
9.1 ネットワークマネジメントカード (PY-UPC01)について

ネットワークマネジメントカード（PY-UPC01）は、Webサーバの機能を内蔵しています。その
ため、標準的なWeb ブラウザや Telnet、SNMP 経由で遠隔地の UPS を管理することが可能で
す。さらに PowerChute Network Shutdown（別売）と併用することで、電源障害時にネット
ワーク上の複数のコンピュータシステムを安全にシャットダウンすることができます。

ネットワークマネジメントカード（PY-UPC01）構成事例：

冗長構成
冗長電源を持つサーバの場合、下図のように冗長構成にすることによって、片系で停電や UPSの
故障が発生しても、システムの継続運用が可能となります。

留意事項 :

● 1 台の UPS ですべての負荷に電源供給が可能となるように UPS の容量を選定する必要があ
ります。

● 冗長構成をサポートするネットワークマネジメントカードのファームウェア版数は統一する
必要があります。

● ネットワークタイムプロトコル（NTP）による時刻同期を行うことを推奨します。
● ネットワークマネジメントカードの SyncControl機能との併用はサポートされていません。
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9.2 ネットワークマネジメントカードのセットアップ

UPS への接続

ネットワークマネジメントカードは UPS背面の SmartSlotに標準で搭載されています。

ネットワークマネジメントカードの交換手順

ネットワークマネジメントカードの交換手順は以下の手順にて実施してください。

1. 負荷機器（サーバ等）を停止します。UPS 本体の LED 状況を確認します。

2. 前面パネルから UPS 本体の出力をオフ（運転停止）にします。
運転停止方法については、「4.2　UPSの停止（出力停止）（p.30）」を参照ください。

3. カードに接続されているケーブルをカードから取り外します。

4. UPS 本体の入力プラグを商用電源から外します。

5. 本装置背面のバッテリー接続用コネクタを外します。

6. 背面の SmartSlotの 2 つのねじを外します。

7. カードを UPS のスロットから外します。

8. 準備していた保守用カードを UPS の SmartSlotに挿入します。

9. アクセサリスロットに 2 つのねじを取り付けます。

10. 本装置背面のバッテリー接続用コネクタを接続します。

11. 保守用カードにケーブルを接続します。

12. UPS の入力プラグを商用電源に接続します。

13. UPS の前面パネルから UPS の出力をオン（運転開始）します。
運転開始方法については、「4.1　UPSの起動（出力開始）（p.30）」を参照ください。

14. UPS が正常に運転していることを確認してください。

15. 負荷機器の運転を開始します。
注意： カード交換後は、システム管理者様にてカードの再設定が必要となります。また、手順 1

で UPS 本体を確認した時、LED の状態がスリープモードであった場合、システム管理者
様にて設定が必要となります。ネットワークマネジメントカードの場合、保守用カードに
交換することにより、スケジュール情報がなくなるため、次回の起動時刻を UPS に設定
する必要があります。

サポートするネットワークマネジメントカードは、PY-UPC01 のみです。旧ネットワークマネ
ジメントカードの動作はサポートされませんので注意してください。
ネットワークマネジメントカードとサーバのクロスケーブルによる直接接続はサポートされて
いません。ハブ等を経由してネットワーク接続を行ってください。
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9.3 各部名称とはたらき

項番 名称 機　　　能

① ステータス LED 消灯：本製品に電力が供給されていないか、正常に動作していない状態を示す。
緑の点灯：本装置に正しいネットワーク値が設定されている状態。
緑の点滅：本装置にネットワーク値が正しく設定されていない状態。
橙の点滅（約 2秒間隔）：本装置が BOOTPリクエスト中であることを示す。
橙の点灯：本装置がハードウェアトラブル状態であることを示す。
緑と橙がすばやく点滅：本装置が DHCPリクエストを作成中であることを示す。
緑と橙がゆっくり点滅： 本製品が起動中であることを示す。

② リンク -RX/TX LED 消灯：本製品に電力が供給されていない、本製品にケーブルが接続されてい
ない、もしくは本製品をネットワークに接続するルーター、ハブなどのデバ
イスがオフになっているか、それが正しく動作していない状態を示す。LAN
ケーブル断線でも消灯となります。
緑の点灯：本装置が 10M通信しているネットワークに接続されている状態。
緑の点滅：本装置が 10M 通信のネットワークからデータパケットを受信し
ている状態。
橙の点灯：本装置が 100M通信しているネットワークに接続されている状態。
橙の点滅：本装置が 100M通信ネットワークからデータパケットを受信して
いる状態。

③ リセットボタン 本装置が再スタートします。この場合、以下の場合を除いて本装置に設定さ
れている内容は、保存されます。

シリアル通信ターミナルで接続中に押下した場合
• 本カードとシリアル通信ターミナルの通信が切断されます。
この時、シリアル通信ターミナルで設定中の内容は正しく設定されない場
合があります。

運用中にリセットボタンを押下した場合、UPS 出力には影響を与えません。
ただし、リセットボタンを押下するとネットワークマネジメントカードリ
ブートが実行されるため、リブートによる通信再確立を意味する下記 3 つの
イベントがログされます。
System：Warmstart
System：Network service started. System IP is xxx.xxx.xxx.xxx from 

manually configured settings.
UPS： Restored the local network management interface-to-UPS 

communication.

④ シリアル設定ポート シリアル通信ソフトでネットワークマネジメントカードにアクセスするため
のポートです。

③リセットボタン

10/100BASE-Tコネクタ

②リンク -RX/TX LED ①ステータス LED

④シリアル設定ポート
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9.4 接続方法

ネットワークマネジメントカードの接続方法に関しましては、ネットワークマネジメントカード
の取扱説明書をご参照ください。
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第 10章

仕様
この章では、本装置の仕様について説明します。
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第 10章　仕様
10.1 UPS本体

*1 負荷率によって、低電圧側は 106V～ 160Vの範囲で変動します。

*2 負荷は VA、Wどちらも定格内になるよう計算して接続してください。

*3 装置を必ずアース（電気規格の D種以上の接地工事実施されたアース）に設置してください。

項目 仕様

給電方式 常時インバータ・力率補正を伴うダブルコンバージョン方式

入力 定格入力電圧 200 VAC　

定格入力周波数 50/60Hz　

最大入力電流 25 A 

入力プラグ NEMA L6-30P　

電源コード長 290 cm 

周波数 50/60 Hz ± 5 Hz　

停電検出電圧 AC160V未満　280V以上（ただし、100%負荷時）*1

出力 バイパス切り替え時間 6 ms（通常）

定格出力電圧
（インバータ動作時）

AC200 V± 1%：定常状態
± 5%：過渡状態

（別売 PY-STA01：ステップダウントランスフォーマを接続すること
で、AC100V 出力可能）

最大出力電流 25 A　

最大負荷 5 KVA/3.5 KW *2

周波数 50/60 Hz ± 3 Hz（設定により、50/60 Hz ± 0.1 Hzでも可）

波形（ひずみ率） 正弦波（5％以内）

出力コンセント 形状：個数 NEMA L6-30R（30A/250V）：2個　NEMA L6-20R（20A/250V）
:2個

バッテリ バッテリの型式 小形シール鉛蓄電池

バッテリの期待寿命 2年（周囲温度 25°C時）

充電時間 完全放電状態から 3～ 8時間

停電保持時間（最大負荷接続時） 5分（購入初期時）
寿命時期は半減

使用環境 温度 +10～ +35℃

動作保証湿度 / 保管湿度 20% - 85% RH 結露のないこと / 8% - 90% RH 結露のないこと

消費電力 305W (通常時 )

発熱量 1098KJ/h (通常時 )

漏れ電流 3.5 mA 以下 *3

その他 寸法W× H× D（mm） ラック搭載時：432× 130× 705　（3Uサイズ）
タワー変換時：254× 452× 705　（台足含む）

質量（kg） 58 kg

準拠規格 VCCI Class A、UL1778

インターフェイス シリアルインターフェイスポート：１
（本ポートは使用しないでください）
LAN ポート（ネットワークマネジメントカード標準実装）：1

オプションカードスロット オプションカードスロット：1 
（ネットワークマネジメントカード実装済み）
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10.2 バッテリモジュール

10.3 バッテリ動作実行時間の決定方法

本 UPSのバッテリ動作実行時間を求めます。特に保護する装置がシャットダウンに比較的時間を
要するオペレーティングシステムを使用する状況において、この時間の決定は重要です。

1. バッテリ動作実行時間を決定するには、UPSに接続する全ての機器の消費電力の合計をVAま
たはWの単位に揃えて算出します。各機器の消費電力は、機器に貼付されているラベルに記
載された値、もしくは仕様書などから確認します。
消費電力の合計を VA単位に揃える場合は、Wで表示された機器の値に 1.4を掛け VA単位
に変換します。逆に、W単位に揃える場合は、VAで表示された機器の値に 0.7を掛けW単
位に変換します。

2. 各機器の消費電力の単位を揃えたら、その値を合計します。（UPSの全負荷）

3. 上記2．で算出した消費電力の合計値を次ページのバッテリ実行時間表に記載されている単位
(VAまたはW)の欄にあてはめて、該当する実行時間と比較します。

注意： バッテリ実行時間表に記載されている値は、環境温度 25 ℃でバッテリが導入初期の目安
値になります。実際には、バッテリの個体差、UPSの稼動時間、環境温度により実行時間
が変わりますので、UPS の定格容量 (5000VA または 3500W）に対し、充分余裕を持っ
た負荷率で運用してください。

項目 仕様

電気仕様 バッテリの型式 小形シール鉛蓄電池

バッテリの期待寿命 2年（周囲温度 25°C時）

充電時間 完全放電状態から 3～ 8時間

停電保持時間（最大負荷接続時） 5分（購入初期時）
寿命時期は半減

電圧 DC96 V／ 5 Ah

その他 寸法　W× H× D（mm） 96× 122× 597

質量（kg） 18 kg（バッテリモジュール１本あたり）

実装状態 スロットに実装
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10.4 バッテリ動作実行時間表

【留意事項】
拡張バッテリを接続した場合は、ネットワークマネジメントカードの「External Batteries」の
設定値を、1 から 2 へ変更する必要があります。
詳細は、ネットワークマネジメントカードの取扱説明書をご参照ください。

増設バッテリパック数 PY-UPAC5K2 PY-UPAC5K2 + PY-BBUE2

最大出力 VA 5000

最大出力 W 3500

VA W バッテリ動作実行時間標準値（単位：分）

1000 700 47 164

2000 1400 21 78

2570 1800 15 59

3570 2500 9 41

4280 3000 8 33

5000 3500 5 27
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10.5 ユーザー設定可能項目

注意： UPS本体に搭載されているネットワークマネジメントカードの GUI画面にて変更可能です。

機能 工場出荷時の
デフォルト設定

ユーザーが
設定可能な内容

説明

自動セルフテスト 14日おき
（336時間）
およびUPS起動時

7日おき（168時間）
14日おき（336時間）

これはUPSにセルフテストを実
行させる間隔を設定します。

UPS ID UPS_IDEN UPS の定義に使用可能
な文字は最高8文字まで

ネットワーク管理用にUPSに固
有の ID（サーバー名または場所）
を持たせて識別します。

最終バッテリ交換日 製造日 バッテリ交換日
mm/dd/yy（月 /日 /年）

バッテリモジュール交換時にこ
の日付をリセットします。

シャットダウンから
復旧した時の最小容
量

0% 0、15、25、35、50、60、
75、90%

バッテリ容量低下によるシャッ
トダウンの後、バッテリは指定
されたパーセンテージまで充電
され、接続された機器に電力を
供給します。（注 1）

電源異常発生時の
警告待機時間

5秒遅延 5秒遅延
30秒遅延
バッテリ容量低下時
無効

現在鳴っている警告音を消した
り、全ての警告を完全に無効に
します。

シャットダウン
待機時間

240秒 0、20、60、120、240、
480、720、960秒

UPS がシャットダウンのコマン
ドを受け取ってから実際に
シャットダウンされるまでの待
機時間を設定します。

バッテリ容量低下
警告時間

7分

管理ソフト
PowerChute 
Network Shutdown
をご使用の場合は、
バッテリのバッテリ
動作実行時間が残り
7 分程度になると、
サーバ上の OS が自
動的にシャットダウ
ンされます。

2、5、7、10、12、15、
18、20分

バッテリ動作実行時間が残り 7
分になると、バッテリ容量低下
時の警告音が継続して鳴りま
す。
オペレーティングシステムの
シャットダウンに時間が掛かる
場合は、警告までの間隔を変更
してください。

再起動遅延時間 0秒 0、20、60、120、240、
480、720、960秒

外部電源が復旧してからUPSに
電源が入るまでの待機時間を設
定します（分岐回路の過負荷を
回避するため）（注 1）

バイパスポイント
（上限）

出力電圧設定の
+10%

+5%、+10%、+15%、
+20%

内部バイパス運転中にUPSが接
続された機器に供給する最小電
圧です。

バイパスポイント
（下限）

出力電圧設定の
-30%

-15%、-20%、-25%、
-30%

内部バイパス運転中にUPSが接
続された機器に供給する最大電
圧です。
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注 1）「再起動遅延時間」 と 「シャットダウンから復旧した時の最小容量」の両方を設定された場合は、何
れの処理も優先させず、両方の条件を満足した時に再起動します。

入出力電圧 200VAC 200VAC 本 UPS の入出力電圧は、200V
固定になります。

出力周波数 自動 50± 3Hz、
50± 0.1Hz、
60± 3Hz、
60± 0.1Hz

UPS の許容出力周波数を設定し
ます。設定された範囲で出力周
波数は入力周波数を追従しま
す。

バッテリパックの数 1 2 : 拡張バッテリを接続
した場合

正確なバッテリ動作実行時間を
予測するため、接続されたバッ
テリパックの数を定義します。

機能 工場出荷時の
デフォルト設定

ユーザーが
設定可能な内容

説明
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